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U県営ほ場整備事業大胡西北部地区」に伴う
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発刊によせて

平成３年度から大胡町の西北部大字堀越・横沢・滝窪地内において実施され

ている、大規模な農業基盤整備「県営ほ場整備事業大胡西北部地区」に伴う埋

蔵文化財の発掘調査報告書の第１集に西尾引遺跡・西天神遺跡・柴崎遺跡』

がここに発刊されました。発掘調査関係者はもとより、本事業の実施に当たり

尽力いただいた多くの関係者の英知の結晶であり、心から喜びとするところで

あります。

本事業は、あらゆる産業の核としての農業の基盤整備を図り、地域の発展を

希求する多くの方々の多大な尽力と努力によって実施されている事業であり

ます。本事業の実施によって、地域の活性化はもとより景観も大きく変容し、

新しい時代創世のための礎を築くものと確信いたします。

また、本事業に伴い発掘調査された遺跡は、先人の築きあげた貴重な文化財

であり、これらを知ることは寸我々の今を知ることでもあります。事業の持つ

性格からして、記録保存という手段をとらざるを得ませんでしたが過去からの

大いなる遺産であるこれらの遺跡が、現代の私達に訴えるものははかり知れな

いものがあります。

ここに、これらの成果が報告書として刊行されましたことを、心からお喜び

いたすとともに、発掘調査にあたられた多くの方々、刊行にあたって尽力され

た皆様に心から感謝申し上げて発刊にあたっての言葉とさせていただきます。

平成６年３月

勢多郡大胡町

町長横 堀 文 雄



はじめに

「県営ほ場整備事業大胡西北部地区｣に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第１

集「乙西尾引遺跡・西天神遺跡・柴崎遺跡』をお届けいたします。

このところ毎日のように考古学上の発見のニュースが、新聞等をはじめとす

る各種の報道により世間の注目を浴び、人々の考古学や歴史への関心を大いに

かきたてております。大胡町におきましても、近年開発にあたっての事前の発

掘調査によって、古くは旧石器時代とよばれる時代の遺物の出土から近世の屋

敷跡の検出まで、連綿として先人達の生活の跡が随所で知見されております。

町教育委員会では、先人の生活の顕現としての、これら貴重な文化財を保護

するため、事業実施関係機関と事前調整・協議し現状保存を図ることができな

いものかと努力してまいりました。しかし、事業の実施にあたっては現状保存

のできないものもあり、それらの埋蔵文化財については、発掘調査による記録

保存を図ることで対処しております。

本報告書は、平成３年度及び平成４年度に実施した発掘調査の結果の一部で

あります。乙西尾引遺跡では、町内では２番目の製鉄遺構の検出があり、当町

が県内でも有数の製鉄地帯であることが証明されました。また、西天神遺跡は

いままで町内において調査された遺跡で最北に位置し、遺跡の存在が希薄で

あった地域での確認は今後の調査へのひとつの指針となりましょう。柴崎遺跡

は、古くから遺跡の存在が周知されていた遺跡ではありますが発掘調査は今回

がはじめてであり、遺跡の内容がようやく明らかなものとなりはじめておりま

す。

これらの成果をここに報告書として皆様にお届けするにあたり、町民をはじ

め多くの方々に大胡町の文化財保護・歴史について考えるとともに、新しい町

づくりに生かしていただくことを願ってやみません。

最後になりましたが、調査にご協力いただきました多くの方々、調査にあた

られた皆様に、深く感謝の意を表し、はじめの言葉といたします。

平成６年３月

勢多郡大胡町教育委員会

教育長劔持平三郎



例

一一一百

１．本書は、「県営ほ場整備事業大胡西北部地区｣の実施に伴い事前に発掘調査された大胡町に所在する

大胡西北部遺跡群のうち、大胡町大字堀越字乙西尾引・大字滝窪字西天神・大字横沢字柴崎に所在す

る遺跡の発掘調査報告書である。

２．遺跡の名称は、小字名より、それぞれ乙西尾引遺跡・西天神遺跡・柴崎遺跡と呼称した。

３．発掘調査は、大胡町教育委員会が実施したものである。

４．「県営ほ場整備事業大胡西北部地区｣に伴う発掘調査は平成２年度の次年度工事予定地区における試

掘確認調査から開始された。今回報告する３遺跡は、発掘調査を平成３年度に実施した乙西尾引遺跡

及び平成４年度に実施した西天神遺跡、西一丁田遺跡、柴崎遺跡の内の上記２遺跡である。

５．なお､工事実施の前年度及び当該年度における試掘・確認調査の概要については､序編第Ⅲ章試掘・

確認調査の記録で概説した。

６．調査組織及び本書の作成組織は、次のとおりである。

事務局

教育長鵜飼恭司（平成２年８月退任）

劔持平三郎（平成２年９月着任）

事務局長疋田好男（平成４年５月退任）

社会教育課長井上敬雄（平成４年６月着任）

課長補佐角間宏（平成３年６月着任）

文化財担当

主査山下歳信（調査担当遺跡：柴崎遺跡）

主事藤坂和延（調査担当遺跡：乙西尾引遺跡、西天神遺跡）

主事補小沼安美（文化財事務、平成５年４月着任）

７．本書の作成にあたっては、編集・執筆はそれぞれの遺跡の調査担当者があたった。また、以下のも

のが作成に加した。

五十嵐文江大沢あさ江鈴木久美子藤川敏枝山下雅江横沢和代

横沢恵子和田マツエ

８．石器石材の同定は、パリノ・サーヴェイ株式会社五十嵐俊雄氏による。

９．第１編自然科学分析「乙西尾引遺跡における製鉄燃料材について」は、パリノ・サーヴェイ株式

会社のご好意により同社調査研究部考古学研究室高橋敦・鶴原明両氏に寄稿していただいた。

10．第II編第III章第２節における記述は、古環境研究所早田勉氏の現地における地質調査の成果を使

用したものである。

11．石器実測の一部は、株式会社シン技術コンサルによる。

12．発掘調査によって出土した遺物は、大胡町教育委員会文化財事務所に付設する収蔵棟で管理・収蔵

されている。



13．発掘調査の実施および本書を作成するについて、下記の機関・諸氏に御指導.ご協力を賜った。

して感謝の意を表したい。（順不同、敬称略）

群馬県教育委員会文化財保護課群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査センター群馬県前橋土地改良事務所大胡町役場土地改良課

パリノ・サーヴェイ株式会社調査研究部考古学研究室古環境研究所株式会社側研

技研測量設計株式会社有限会社青高館須賀建設株式会社前橋営業所

サノヤ産業株式会社株式会社シン技術コンサル

穴澤義功五＋嵐敏裕吉野滋夫勢多郡社会教育部会文化財分会の諸氏

記

14．発掘調査作業員及び整理作業員は次のとおりである。（敬称略）

平成２年度（試掘調査）

阿久沢福造荒井愛子石井よれ井野ちう子井上克巳

鹿沼かほる菅田ツル滝本房子勅使川原幸枝林みき

平成３年度（試掘調査、本調査）

阿久沢福造石井よれ井野ちう子井上克巳奥野富子

大原とく神尾茂菅田ツル関谷清治滝本房子

萩原秀子林みき

平成４年度（試掘調査、本調査）

阿久沢福造五十嵐文江石井よれ井野ちう子井上美代子

大沢あさ江大原きみ子大原とく奥野富子小沢チヅエ

神尾茂木村かね子木村瑞枝喜楽トヨ小沼はつ

菅田ツル鈴木梅子関谷清治高橋充子滝本房子

角田英夫勅使川原幸枝勅使川原道江登坂うた子萩原秀子

藤川敏枝松倉菊枝松倉りつ山下雅江横沢和代

和田マツエ

平成５年度（試掘調査、本調査）

阿久沢福造五十嵐文江石井よれ井野ちう子井上美代子

大原きみ子大野京子岡田誉富奥野富子小沢チヅエ

小保方豊次郎木村かね子木村源次郎喜楽トヨ佐野勝次郎

菅田ツル鈴木久美子須藤か津ゑ関トシ子関口みよ子

高橋充子滝本房子角田正次郎勅使川原幸枝登坂うた子

中村新太郎長岡徳治主代仲治萩原秀子林みき

藤川敏枝松倉菊枝松倉りつ村山ふで山下雅江

横沢恵子横沢和代和田マツエ

奥野富子

六本木竹明

大原きみ子

勅使川原幸枝

井上玲子

大野京子

下山敏

田中善四郎

林みき

横沢恵子

大沢あさ江

落合高男

下山敏

関谷清治

中沢しず子

福島逸司

山田茂雄



例凡

１．本書報告の遺構番号については、発掘調査時のものを使用した。

2．本書挿図の縮尺については各図版にスケールを付した。

３．遺構図中に記した断面基準線は標高である。

４．遺構図中に示したＮ方位は、座標北である。

５．遺物分布図中の遺物に付した番号は実測図番号・遺物観察表番号と一致する。

６．遺物観察表における記載内容は次のとおりである。

挿図番号挿図番号一遺物番号

図版番号写真図版番号

整理用番号遺物整理のために付した個体別番号。したがって、報告書に掲載できなかった遺

物等の欠番がある。

取り上げ番号遺物取り上げの際に付した番号。また、番号を付さずに取り上げた覆土中出土の

遺物は覆土とした。

器種土器の種類及び器形をこの項目に記載した。

遣存状態遺物の残存程度を記載した。

法量単位はすべてc､及びｇ（－部kg）である。復元値・推定値には、（）を付した。

また、現存値にはく＞を付した。省略記号については、次のように使用した。

口口縁部径頸頚部最小径胴胴部最大径

底底部径孔甑などの穿孔部内径高器高

径土製円盤などの直径厚器厚重重量

胎土原則として土器断面での観察による。

焼成焼成については、良好・良・不良の３種に分別し、焼成の特徴としての酸化焔・

還元焔の区別も記載した。また、還元焔焼成の須恵器については、硬質・軟質の区

別も記載した。

色調土器表面の色調。

器形・成形・整形・文様の特徴・備考

上記の順序で記載した。

第１図は、建設省国土地理院発行の５万分の１地形図「前橋」を加筆し、使用した。７．第１区|は、建設省Ｉ型土地理|昂発行の５万分の１地形|凶｜前橋」を加筆し、使用した。

８．第２図、第20図、第34図は、大胡町役場発行2,500分の１現形図を加筆し、使用した。

9．挿図に使用したトーンは次のとおりであるが、製鉄炉士層断面図については図が煩雑になるので焼

土・酸化面のみに使用した。
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抄録

オツニシオヒキイセキニシテンジンイセキシバサキイセキブリガナ

乙西尾引遺跡・西天神遺跡・柴崎遺跡名書

｢県営ほ場整備事業大胡西北部地区」に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書副書名

第１巻次巻

シリーズ名

シリーズ番号

山下歳信・藤坂和延・高橋敦・鶴原明編著者名

大胡町教育委員会／〒372-02群馬県勢多郡大胡町大字河原浜483番地編集機関

発行機関

発行年月日

コード
ブリガナ

所在地
ブリガナ

所Ⅱ又遺跡名 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

大胡町
ホリコシ

大字堀越
オッニシオヒキ

字乙西尾弓｜
タキクポ

大字滝窪
ニシテンジン

字西天ﾈ印
ヨコザワ

大字横沢

オツニシオヒキ

乙西尾弓’ 430mP｜ほ場整備事業19911005 

～1109 

ニシテンジン

西天ネホ LOOOmPlほ場整備事業19921203 

～1221 

シバサキ

柴｜崎 2,600mP｜ほ場整備事業l992121Fi 

シパサキ

字柴崎
～930222 

主な遺物 特記事項主な遺構主な時代所収遺跡名 種別

鉄塊系遺物、須恵器、土師住居杜 2軒平安時代乙西尾引 生産杜

器、鉄淳３基製鉄炉

木炭1基炭窯

1軒 縄文土器・石錐・石匙住居杜西天神 集落 縄文時代

3軒 須恵器、土師器住居杜集落 平安時代

2基 縄文土器縄文時代 土堰柴｜崎 集落

1基石組遺構時期不明

1基土曠

3条溝

ブリガナ オツニシオヒキイセキニシテンジンイセキシバサキイセキ

書名 乙西尾引遺跡・西天神遺跡・柴崎遺跡

副書名 ｢県営ほ場整備事業大胡西北部地区」に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻次 第１巻

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名 山下歳信・藤坂和延・高橋敦・鶴原明

編集機関 大胡町教育委員会／〒372-02群馬県勢多郡大胡町大字河原浜483番地

発行機関 大胡町教育委員会／〒372-02群馬県勢多郡大胡町大字河原浜483番地

発行年月日 西暦1994年３月25日

フ

所
ブリガナ

所在地

コード

市町村 遺跡番号

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

オツニシオヒキ

乙西尾引

ニシテンジン

西天神

シパ サキ

柴｜崎

大胡町
ホリコシ

大字堀越
オッニシオヒキ

字乙西尾引
タキクポ

大字滝窪
ニシテンジン

字西天神
ヨコザワ

大字横沢
シパサキ

字柴崎

19911005 

～1109 

19921203 

～1221 

19921215 

～930222 

430ｍ' 

1,000ｍ' 

2,600ｍ' 

ほ場整備事業

ほ場整備事業

ほ場整備事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

乙西尾引

西天神

柴｜崎

生産杜

集落

集落

集落

平安時代

縄文時代

平安時代

縄文時代

時期不明 軒基基軒軒基基基条２３１１３２１１３ 構杜炉祉吐遺居鉄窯居居塘組曠住製炭住住土石土溝
鉄塊系遺物、須恵器、土師

器、鉄淳

木炭

縄文土器・石鍍・石匙

須恵器、土師器

縄文土器



序 編



第Ｉ章調査に至る経緯

第１節「県営ほ場整備事業大胡西北部地区」

本書で報告する大胡西北部遺跡群とは、「県営ほ場整備事業大胡西北部地区｣の実施に伴い事前発掘調

査された遺跡の総称としての呼称であり、遺跡の立地及び性格等を把握した上での呼称ではない。

本遺跡群の発掘の原因となった「県営ほ場整備事業大胡西北部地区」とは、大胡町の北西部、大字滝

窪・横沢・堀越のl80ha（当初計画）を事業対象地とし、営農の近代化と農業の振興発展を期するため、

農用地の集団化を行い、農業の近代化による営農の省力化と生産性の向上を図り、農業経営の安定化を

図ることを目的として実施されている事業である。

同事業は、昭和60年に各地区より推進委員が選出され、大胡西北部土地改良事業推進協議会が設立さ

れたことから開始された。

その後、推進協議会は実行委員会と名称を変更しながら、各地区において事業計画の説明会、実施予

定地区の選定を行い、事業の実施同意を得るなど事業実施に向けて努力するとともに、県事業担当部局

との検討調整を図り、一般県営事業として本事業を実施する方針が決定した。また、昭和61年度より昭

和63年度の３カ年を調査期間とし、昭和63年度事業採択申請、昭和64年度エ事着手とする方針が内定し

前橋土地改良事務所計画課を主体として事業の基本計画作業の着手となった。

この間調査年度が－カ年延長となり、昭和64年度事業採択申請、昭和65年度工事着手と変更されたり

年号が昭和から平成と改元されるなどあり、平成元年11月県営土地改良事業採択申請提出、平成２年度

事業として採択が決定された。

平成２年７月20日大胡西北部土地改良事業の施行認可申請ならびに土地改良区設立認可申請書の提

出。同年９月５日土地改良事業計画の決定ならびに大胡西北部土地改良区設立が適当であるとの決定を

得る。一方、平成２年度着工に対する諸事項の検討機関として、改良区設立準備委員会を発足、同時に

関係執務役員を編成、第１工区ならびに第２工区の換地選定事務、評価基準設定実施設計調査を先行さ

せ、改良区設立にあわせ工事着手となるよう準備体制の確立を図った゜

以上のような経緯の後、平成２年12月12日付けを以て土地改良事業計画の確定と改良区設立の認可通

知をうけ、平成３年１月14日大胡西北部土地改良区が設立し、事業が開始されることとなった。

第２節「県営ほ場整備事業大胡西北部地区｣の実施と埋蔵文化財の取り扱い

大胡町教育委員会では、「県営ほ場整備事業大胡西北部地区｣の実施に伴い当該地区内の埋蔵文化財の

取り扱いについて、前橋土地改良事務所と協議を開始した。その際、大胡町では、遺跡の詳細分布調査

が実施されておらず、周知の遺跡は、昭和36年及び昭和46年の群馬県教育委員会による調査によって周

知された遺跡及びその後開発にあたっての事前確認調査等によって新たに確認･把握された遺跡であり、

事前協議にあたっての資料に欠けるのが現状であった。

そこで、文化庁補助事業による事前の試掘・確認調査を積極的に実施し、遺跡の有無・範囲等を把握

し、遺跡の取り扱いについての基本資料とすることとした。

３ 



また、低地への盛り土として切り土される地域及び新設道路・水路部分等事業の実施により遺跡の破

壊が予想される地域については、記録保存を目的とする発掘調査を実施する基本方針を提示するととも

に、個々の遺跡の取り扱いについては、工事の概要がはっきりした段階で試掘確認調査の結果と照らし

あわせ協議・調整を図ることで、基本合意した。

第II章大胡町の環境

勢多郡大胡町は、群馬県中央やや南東よりにあり、上毛三山のひとつ赤城山の南麓に立地する。県庁

所在地である前橋市とは西部及び南部で接し、東は宮城村・粕川村に接する。

大胡町を載せる台地は、カルデラ型火山赤城山の火山堆積物によって形成される台地で、放射谷・火

山麓扇状地を形成しつつ現在に至る。

今回本書において報告する乙西尾引遺跡・西天神遺跡・柴崎遺跡は、柴崎遺跡が群馬県教育委員会の

調査によって確認・周知された遺跡であるほかは、いずれも事前の試掘・確認調査によって遺跡の存在

が知られたものである。

大胡町においては詳細な遺跡の分布調査が実施されていないが、現在までに周知された町内の遺跡に

ついて記述する。

先土器時代の遺跡としては、故相沢忠洋氏によって発見･調査された三ツ屋遺跡（小林遺跡）（12）が

著名であり、黒曜石を素材とする尖頭器等の遺物が出土している。

縄文時代の遺跡数は多く、過去の調査において早期から後期までの遺跡が確認されている。早期の遺

跡は、遺構等の検出がないものの上ノ山遺跡（13)、山神遺跡（11）で当該期の遺物の出土があった。前

期の遺跡は、天神風呂遺跡（８）、上大屋･樋越地区遺跡群がある。中期に入ると遺跡数は増加し、上ノ

山遺跡、小林遺跡、山神遺跡、甲諏訪遺跡（１）、天神遺跡（７）がある。後期の遺跡は、天神遺跡があ

る。

弥生時代の遺跡は、町内北部金丸に所在する金丸遺跡が著名で、完形土器の出土をみるが遺跡の内容

等ついては不明な点が多い。しかし、発掘調査等によって他に遺跡は確認されていない。

古墳時代に入ると遺跡数は急激に増える。町内に残る古墳は、県指定文化財でもある堀越古墳（６）

をはじめとして町指定史跡稲荷塚古墳(17）・上ノ山遺跡(大胡町５号壇､大胡町６号墳､漏１～６号墳）・

横沢古墳群等がある。同時代・前期の集落杜としては、前橋東商業高等学校遺跡（14）・上ノ山遺跡が、

iY1l風呂遺跡､_小林遺跡が知られる。後期の集落杜としては天中期の集落杜としては天神風呂遺跡が、
内一一

奈良・平安時代に入るとさらに遺跡数は増大し、古墳時代・後期から連綿として生活の跡が辿れる天

神風呂遺跡、小林遺跡、山神遺跡等のほか足軽町遺跡（９）がある。また、弘仁元年（818年）の発生と

推定される大規模な地震に伴い発生した泥流によって埋没された水田杜が中宮関遺跡（15）において検

出されている。

中．近世の遺跡としては、中世の城館として本丸・二の丸が県指定史跡となっている大胡城（４）が

あり、枡形門･土塁･空堀等の遺構が残る。また、大胡城の支城とされる横沢城杜（３）.丁田城（稲垣

屋敷）（18)、大胡城武家屋敷社の殿町遺跡（５）等がある。その他、近世の屋敷跡は、上ノ山遺跡でも

検出されている。

４ 



第１図大胡町の遺跡
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第１表大胡町の遺跡一覧

遺跡名Nｂ 所在地 遺跡の慨要 文献

乙西尾引遺跡 大字堀越字乙西尾引 奈良・平安時代住居社２軒、製鉄炉３基、炭窯１基， 平成３年度調査。本書所収

西天神遺跡 大字滝窪字西天神 縄文時代前期住居杜１軒、土坑（陥し穴）１基。平安

時代住居杜３軒。時期不明土坑３基。

平成４年度調査。本書所収

柴崎遺跡 大字横沢字柴1崎 縄文時代土坑２基。 平成４年度調査。本書所収

県台帳2204

１１甲諏訪遺跡 大字堀越字甲諏訪 縄文時代中期集落。 『甲諏訪遺跡Ｉ」

２１西一丁田遺跡 大字堀越字西一丁田 縄文時代後期遺物包蔵地等 平成４年度調査、

横沢城吐 大字横沢字内出Ｈ 中･liL城館値

４１大胡城跡 大字河原浜宇根古屋 中･世城館。 I大胡町史ｊほか「

５１殿町遺跡 大字堀越字殿町 平安時代住居牡。中世屋敷跡。 ｢殿町遺跡」

堀越古墳

筏
□

大字堀越字房関 県指定史跡。上毛古墳綜覧・大胡町15号境。横穴式石

室を持つ山寄せの円墳。

｢群馬県史資料編３｣|・「大

胡町史ｌほか。

７天神遺跡 大字茂木字天神 縄文時代中期･後期集落｡奈良時代住居杜｡近世墓穴等 『群馬県史資料編１」

天神風呂遺跡 大字茂木字天神風

『
ロ
●

縄文時代前期集落。古墳時代中期～平安時代集落。 『天神風呂遺跡』ほか。

呂、経塚、諏訪東

足軽町遺跡 大字茂木字大道下 縄文時代前期住居杜。奈良・平安時代集落。

，
、
▼

｢すざく会誌第四輯」

(足軽町〕

１０１大畑遺跡 大字茂木字大畑 縄文時代前期包蔵地。 ｢小林・山神・大畑遺跡」

山神遺跡 大字茂木字山神l］ 縄文時代中期集落。古墳時代後期～平安時代集落。 『小林・山神・大畑遺跡」

小林遺跡（三ツ屋遺跡） 大字茂木字小林１２ 旧石器時代。縄文時代中期集落。古墳時代後期～平安

時代集落。

｢小林・山神・大畑遺跡」

上ノ山遺跡 大字茂木字上ノ山1３ 縄文時代中期集落｡竪穴式古墳基､横穴式古墳基。 ｢上ノ山遺跡ｊ・「大胡町

古墳時代中期～平安時代集落。近世屋敷跡等。 史」ほか。

前橋東商業高等学校遺 大字上大屋字 古墳時代前期集落。1４ ｢大胡町史ｊほか

跡

1５中富関遺跡 大字大胡字中富関 古墳時代中期集落。818年発生泥流下水田。

八ケ峰遺跡 大字上大屋亭八ヶ峰1６ 生産遺跡。製鉄遺構１基｡須恵器窯１基。炭窯５基等｡ ｢上大屋･樋越地区遺跡群」

１７１稲荷塚古墳 大字上大屋字八ヶ峰 IIJ指定史跡。上毛古墳綜覧・大胡町第25号境。円墳。 ,l大胡町史｣｜ほか。

１８１丁田城（稲垣屋敷）｜大字樋越字六反畑ｌ中世城館。 1大胡町史」

金丸遺跡 大字金丸 弥生時代． Ⅱ大胡町史」ほか。

上大屋･樋越地区遺跡群大字上大屋・樋越Ｉ縄文時代前期集落。 ｢上大屋･樋越地区遺跡群」

横沢古墳群 大字横沢字大塚・五 古墳群。 l大胡町史ｊほか

反田

６ 

NbL 遺跡名 所在地 遺跡の慨要 文献

乙西尾引遺跡 大字堀越字乙西尾引 奈良・平安時代住居社２軒、製鉄炉３基、炭窯１基。 平成３年度調査。本書所収

西天神遺跡 大字滝窪字西天神 縄文時代前期住居壮１軒、土坑（陥し穴）１基。平安

時代住居杜３軒。時期不明土坑３基。

平成４年度調査。本書所収

柴崎遺跡 大字横沢字柴1崎 縄文時代土坑２基。 平成４年度調査。本書所収

県台帳2204

甲諏訪遺跡 大字堀越字甲諏訪 縄文時代中期集落。 『甲諏訪遺跡Ｉ」

西一丁田遺跡 大字堀越字西一丁田 縄文時代後期遺物包蔵地等 平成４年度調査。

横沢城杜 大字横沢字内出 中世城館。

大胡城跡 大字河原浜宇根古屋 中世城館。 大胡町史』ほか。

殿町遺跡 大字堀越字殿町 平安時代住居牡。中世屋敷跡。 殿町遺跡」

堀越古墳 大字堀越字房関 県指定史跡。上毛古墳綜覧・大胡町15号境。横穴式石

室を持つ山寄せの円墳。

群馬県史資料編３」・「大

町史」ほか。

天神遺跡 大字茂木字天神 縄文時代中期･後期集落｡奈良時代住居杜｡近世墓穴等 群馬県史資料編１」

天神風呂遺跡 大字茂木字天神風

呂、経塚、諏訪東

縄文時代前期集落。古墳時代中期～平安時代集落。 天神風呂遺跡』ほか。

足軽町遺跡 大字茂木字大道下

(足軽町）

縄文時代前期住居hl1。奈良・平安時代集落。 すざ<会誌第四輯」

''０ 大畑遺跡 大字茂木字大畑 縄文時代前期包蔵地。 小林・山神・大畑遺跡」

１１ 山神遺跡 大字茂木字山神 縄文時代中期集落。古墳時代後期～平安時代集落。 小林・山神・大畑遺跡」

1２ 小林遺跡（三ツ屋潰跡） 大字茂木字小林 １日石器時代。縄文時代中期集落。古墳時代後期～平安

時代集落。

小林・山神・大畑遺跡」

1３ 上ノ山遺跡 大字茂木字上ノ山 縄文時代中期集落｡竪穴式古境基､横穴式古墳基。

古墳時代中期～平安時代集落。賑祇屋敷跡等。

｢上ノ山遺跡鈩「大胡町

史」ほか。

1４ 前橋東商業高等学校道

跡

大字上大屋字 古墳時代前期集落。 ｢大胡町史」ほか

1５ 中富関遺跡 大字大胡字中富関 古墳時代中期集落。818年発生泥流下水田。

1６ 八ケ峰遺跡 大字上大屋字八ヶ峰 生産遺跡｡製鉄遺構１基｡須恵器窯１基｡炭窯５基等。 上大屋･樋越地区遺跡群」

1７ 稲荷塚古墳 大字上大屋字八ヶ峰 |IIJ指定史跡。上毛古墳綜覧・大胡町第25号境。円墳。 大胡町史」ほか。

1８ 丁田城（稲垣屋敷） 大字樋越字六反畑 中世城館。 大胡町史」

金丸遺跡 大字金丸 弥生時代。 大胡町史」ほか。

上大屋･樋越地区遺跡群 大字上大屋・樋越 縄文時代前期集落。 上大屋･樋越地区遺跡群」

横沢古墳群 大字

反田

横沢字大塚・五 古墳群。 ｢大胡町史ｊほか



第III章試掘・確認調査の記録

本事業の実施においては、第１章第２節で文化庁補助事業による事前の試掘・確認調査の積極的実施

が不可欠であることを説明したが、平成２年度から実施した試掘・確認調査の概要を平成２～４年度分

について以下記述する。

第１節平成２年度の試掘・確認調査について

平成２年度に実施した試掘・確認調査は、平成３年度工事実施予定区のほぼ全域にわたって遺物の散

布状況を把握するとともに、台地部分の土木重機による試掘・確認調査及び人力による試掘・確認調査

を実施した。

以上の調査によって、大字堀越字乙西尾引地内において住居杜１軒の確認及び製鉄遺構の存在を示唆

する鉄漣の出土をみた。

第２節平成３年度の試掘・確認調査について

平成３年度に実施した試掘・確認調査は、平成４年度工事実施予定区の内、土木重機の搬入路が確保

できなかった－部（大字滝窪字西天神）を除いてほぼ全域にわたって実施したほか、平成３年度発掘調

査を実施した乙西尾引遺跡の工事区内での範囲確認のための調査を実施した。

以上の調査によって、大字堀越字西一丁田地内において縄文時代後期の遺物包蔵地を確認した。

第３節平成４年度の試掘・確認調査について

平成４年度に実施した試掘・確認調査は、平成３年度に土木重機の搬入路の問題から実施できなかっ

た大字滝窪字西天神の試掘・確認調査及び急遅本年度工事実施となった大字横沢字柴|崎地内、平成５年

度の工事実施予定区のうち大字堀越字乙関替戸、丁諏訪地内において実施した。

また、工事未実施区内の全域にわたり、遺物の散布状況を把握するための踏査を実施した。

以上の調査によって、大字堀越字乙関替戸において平安時代の住居牡を２軒確認、大字堀越字丁諏訪

地内において縄文時代前期黒浜期の住居杜１軒、平安時代の住居趾１軒を確認した。また、踏査によっ

て大字堀越字水押・中道地内において遺物の濃密な散布状況を把握した。

７ 



第２表試掘・確認調査の記録（平成２年度～平成４年度）

試掘・確認調査 本調査工事実
施年度

備考
調査年度調査地（大字・字）’調査概要 調査年度１調査概要

堀越・乙西尾引 トレンチ調査 乙西尾引遺跡２ ５ 本書所収。６ 

平安・住居城１軒 平安。住居牡１軒、製鉄炉

鉄淳 3基、炭窯１基ほか

堀越・甲西尾引、Ｚ トレンチ調査 ６ 

東尾引 遺構・遺物なし

横沢・新井

堀越・西一丁田、並 トレンチ調査 西一丁田遺跡： ４ 平成６年度報告書刊行予定４ 

近世・炭窯１基木 縄文中期・住居杜

縄文中期・住居社、包含層

近世・炭窯ほか

堀越・甲東尾引ｌトレンチ調査 ４ 

遺構・遺物なし

滝窪・天替戸

横沢・堂城替戸、沼

｜叩工

滝窪・西天神 トレンチ調査４ 西天神遺跡 本書所収。４ ４ 

平安・住居杜２軒 縄文前期・住居社１軒

平安・住居杜３軒ほか

横沢・柴崎 トレンチ調査 柴崎遺跡 本書所収。４ ４ 

縄文中期・土坑ほか 縄文中期・土坑３基ほか

堀越・丁諏訪 人力によるグリット調査 丁諏訪遺跡 工事による遺跡の破壊の恐５ 

縄文前期・住居社 れがないため調査は未実施

平安・住居杜

堀越・乙関替戸 人力によるトレンチ調査 乙関替戸遺跡 平成６年度報告書刊行予定

ロ
●

■
●
’
 

平安・住居杜 平安・住居虻３軒。

時期不明・井戸１基。

堀越・水押、中道 踏査 ６予定 水押遺跡・中道遺跡６予定

旧石器～平安・遺物

散布地

横沢・向田、向山、 踏査 ７予定 ７予定 横沢古墳群

丁二本松 縄文～平安・遺物散

布地、古墳群

茂木・乙真木筌丙木 踏査

真 遺物散布せず

９ 

試掘・確認調査

調査年度 調査地（大字・字） 調査概要

本調査

調査年度 調査概要
備考

２ 堀越・乙西尾引

堀越・甲西尾引、乙

東尾引

横沢・新井

トレンチ調査

平安・住居;b１１１軒

鉄淳

トレンチ調査

遺構・遺物なし

乙西尾引遺跡

平安。住居牡１軒、製鉄炉

3基、炭窯１基ほか

本書所収。

堀越・西一丁田、並

木

堀越・甲東尾引

滝窪・天替戸

横沢・堂城替戸、沼

田

トレンチ調査

近世・炭窯 １基

トレンチ調査

遺構・遺物なし

西一丁田遺跡

縄文中期・住居杜

縄文中期・住居社、包含層

近世・炭窯ほか

平成６年度報告書刊行予定

滝窪・西天神

横沢・柴崎

堀越・丁諏訪

堀越・乙関替戸

堀越・水押、中道

横沢・向田、向山、

丁二本松

茂木・

真

乙真木、丙木

トレンチ調査

平安・住居杜２軒

トレンチ調査

縄文中期・土坑ほか

人力によるグリット調査

縄文前期・住居ｶﾋ

平安・住居牡

人力によるトレンチ調査

平安・住居牡

踏査

１日石

散布

器～平安・遺物

地

踏査

縄文～平安・遺物散

布地、古墳群

踏査

遺物散布せず

６予定

７予定

￣ 

、

６予定

７予定

西天神遺跡

縄文前期・住居社１軒

平安・住居杜３軒ほか

柴崎遺跡

縄文中期・土坑３基ほか

丁諏訪遺跡

乙関替戸遺跡

平安・住居並３軒。

時期不明・井戸１基。

水押遺跡・中道遺跡

横沢古墳群

本書所収。

本書所収。

工事による遺跡の破壊の恐

れがないため調査は未実施

平成６年度報告書刊行予定
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第Ｉ章発掘調査に至る経緯と調査の経過

乙西尾引遺跡は、平成２年度の試掘確認調査によって、発見・確認された遺跡である。試掘・確認調

査は、作物の関係から遺跡地の東部にトレンチを１本入れたのみであったが、榛名一ニツ岳軽石(Hr-

Fp）を混入する黒褐色土によって覆われた住居杜を確認した。その際、多くの鉄淳の出土を周辺で見た
ことから製鉄遺構の存在の可能性が当初から予想された。なお、平成２年度の試掘・確認調査によって

発見・確認された遺跡は本遺跡のみであった。

平成３年度に入り、工事の内容が明らかとなりその検討から本遺跡は、東部の低地への盛り土として

大きく切り±され、また整備道路が確認された住居杜の部分に予定されているところから発掘調査によ

る記録保存を目的とする発掘調査を実施することで前橋土地改良事務所と協議の結果を見た。

そこで、土地改良事務所長との間に発掘調査の委託契約を平成３年８月23日締結し、調査準備に入っ

た。

調査は、発掘調査の委託契約締結後の調査準備を経て、平成３年10月５日の現地への掘削機械および

ブルドーザー等の土木重機の投入によって開始された。

平成２年10月５日～10月11日掘削機械及びブルドーザーによる表土除去。

１０月14日～11月９日作業員による現地発掘調査。

１１月10日～11月16日遺物洗浄・遺物注記等の基本整理作業。

整理作業及び報告書の作成作業については、平成４年10月１日から平成５年３月25日、平成５年９月

１日から平成６年３月25日まで断続的ではあるが実施し、本書の刊行及び出土遺物の整理・保管・記録

資料の整理をもって、本遺跡に係わる事業のすべては完了した。

第II章遺跡の立地及び環境

第１節遺跡の位置

本遺跡は､大胡町大字堀越字乙西尾引1844-2に所在し､上毛電鉄大胡駅の北北西約3.3kmに当たる。

遺跡地は、尾引沼を谷頭とする開析谷を東方に望む台地上に位置する。遺跡を載せる台地は、開析谷に

よって東西を分断され南北に長い舌状の台地で、東西幅約55ｍを遺跡地で測る。遺跡地周辺で台地はや

や東に張り出し、製鉄遺構を検出した斜面部を北にみながら西に大きく廻り込む。遺跡地から舌状台地

の突端までは約500ｍを測る。また、遺跡地の北側に群馬用水が位置する。

遺跡の標高は、北西部で258ｍを測り、南東に向かって緩やかに傾斜する。東部の開析谷との高低差は

約３～４ｍを測る。

第２節周辺の遺跡

本遺跡の周辺において周知・確認された遺跡は少ない。遺跡地の東方・開析谷を挾んだ対岸の洪積台

地上・字乙東尾引で以前縄文時代の遺物が出土したことが知られる程度である。

ＺＪ 
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第２図遺跡周辺現況図
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また、平成３年度確認され、平成４年度発掘調査を実施した西一丁田遺跡が南東約０８kmに、甲諏訪遺

跡が東南東約0.8kmに、平成４年度発掘調を実施した西天神遺跡が西北西約1.8kmにそれぞれ所在する。

第III章遺跡の概要

第１節調査の方法

調査にあたっては、国家座標Ⅸ系（Ｘ＝48695,Ｙ＝-61315）を基準とする５×５ｍのグリッドを設

定した。グリッド名は、南北方向にＡ～Ｈの８区、東西方向に１～６の６区を設定し、南西コーナーの

杭をもって呼称した。したがって、グリッド名は(大文字アルファベット)－(Ｙ軸上の算用数字)、Ａ－

４Ｇのように表現した。

調査は、表土除去後ジョレンがけにより遺構検出・プラン確認を図り、土層確認用のベルトを設定し

各遺構の調査を実施した。

遺跡の記録図面は､遺構図面がＳ＝１：２０を基本として、必要に応じＳ＝１：１０の詳細図で記録した。

また、調査区の全体図はＳ＝１：100で記録した。

遺構の記録写真は、３５mmの白黒フイルム及びカラーリバーサルフイルム、カラーネガティブフイルム

を用い逐次撮影を実施した。また、バルーン（気球）により６×６の白黒フィルム及びカラーリバーサ

ルフィルムを用い航空写真撮影を全遺構の完掘後実施した。

第２節遺跡の層序

本遺跡では、北部の群馬用水よりで、表土がかなり削平されており、耕作土を10cm程度除去すると関

東ローム層のハード面となる。したがって、第１号住居杜及び炭窯は、耕作土を除去したハードローム

面を確認面としている。また、製鉄遺構も台地鞍部付近では同様な状況を呈し、炉体背後の輪座は、掘

り込みの深い第２号製鉄炉を除き保存状況は良くなかった。

第２号製鉄炉の覆土中から、浅間Ｂ軽石（1108年、天仁元年降下）の純層を検出している。

第３節遺跡の概要

調査において確認された遺構・遺物は以下のとおりである。

縄文時代早期押型文土器２点が出土。

奈良・平安時代竪穴住居杜２軒・半地下式竪型製鉄炉３基・炭窯１基が検出。製鉄炉及び前面作業場

からは多量の鉄津が出土。住居吐内から製品である鉄塊系遺物が出土。

7３ 
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第IV章縄文時代の遺構と遺物

本遺跡においては、縄文時代に比定できる遺構は確認されなかった。しかし、遺構外の遺物として縄

文時代早期の押型文土器の破片が２片出土している。（第４図、ＰＬ－１６）

蝿而 〃
１ 

２ 

Ｕ 10 、、

第４図遺構外出土縄文時代遺物

第３表遺構外出土縄文時代遺物観察表

法且
（c､） 

胎土
焼成

挿図番号
図版番号

整理用
番号

取り上げ番号 器種 遺存状態 色調 器形・成形・整形・文様の特徴・備考

深鉢 ロ縁部破片 粗砂 鈍い撹色 山型押型横位施文。製鉄炉周辺４－１ １ 

良好 ～暗褐色PＬ－１６ 

酸化焔

破片 褐色表土 深鉢 粗砂 山型押型縦位施文‘４－２ ２ 

～暗褐色良好ＰＬ－１６ 

酸化焔

Z５ 

挿図番号
図版番号

整理用
番号

取り上げ番号 器種 遺存状態
法員
(c､） 

胎土
焼成

色調 器形・成形・整形・文様の特徴・備考

４－１ 

ＰＬ－ｌ６ 

製鉄炉周辺 深鉢 ロ縁部破片 粗砂

良好

酸化焔

鈍い機色

～暗褐色

山型押型横位施文。

４－２ 

ＰＬ－１６ 

表土 深鉢 破片 粗砂

良好

酸化焔

褐色

～暗褐色

山型押型縦位施文。



第Ｖ章奈良・平安時代の遺構と遺物

本遺跡において検出された当該期の遺構は、３基の製鉄炉及び１基の炭窯、また製鉄炉によって生産

されたと推定する鉄塊系遺物をその床面上より出土した住居社である。

３基の製鉄炉は、８世紀中葉から９世紀中葉にかけてと推定され、鉄生産に欠くことのできない木炭

を生産した炭窯、製品である鉄塊系遺物を出土した住居杜などの関連遺構の検出によって注目すべき遺

跡となった。

第１節第１号住居趾

遺構（第５図、ＰＬ－３）

本住居杜は、調査区の中央東部（E、Ｆ－４Ｇ)、標高256.5～257.0ｍに位置する。炭窯とは約５ｍ南東

に、製鉄遺構とは約４ｍ北にあたる。

また、本住居杜は士層状況の観察から北に竈をもつ住居と東に竈をもつ住居社の２軒重複であること

が判明した。北に竈をもつ古い住居杜をＡ、東に竈をもつ住居杜をＢとする。両住居杜とも床面はほぼ

同レベルであるが、後出の住居杜Ｂが重複する北部で床面レベルが若干上がったたことが±層の観察か

らは確認できる。

第１号住居杜Ａの平面形態は、南北方向の規模は不明であるが方形を呈するものと思われ、東西3.70

ｍを測る。壁高は、西壁で60cm程度を測る。壁溝は西壁で認められた。断面形は緩やかなＵ字状を呈し

深度は３～５cmであった。床面は、ほぼ平坦であるが締まりは強くなく、堅繊面も確認できず、調査の

際床面を東部部で抜いてしまった。貯蔵穴は検出されなかった。竈は北壁中央に付設される。袖部は確

認できず燃焼部も床面から若干窪む程度で、比熱の程度は低い。

第１号住居杜Ｂの平面形態は、方形を呈し、南北3.55ｍ、東西3.60ｍを測る。壁はほぼ垂直に立ち上

がり壁高は60cm程度を測る。壁溝は西壁及び南壁で確認され、住居牡Ａのものと形状・規模ともよく似

ている。貯蔵穴は検出しなかった。竈は東壁の中央に付設される。袖部は10～30cm大の円礫を暗褐色の

粘質土で構築・付設する。燃焼部は円形を呈し床面より約10cm程度凹み、東西64.0cm、南北55.0cmを測

る。被熱の程度は低く、燃焼部奥壁よりの両袖よりで焼土化が確認できる程度であった。

本住居杜からの遺物の出土状況の特徴としては、竈Ｂの右袖前面から鉄塊系遺物のまとまった出土を

見たことである。ほかには、土師器・坏、甕が出土している。土師器・甕の破片には、口縁部に「．」

の字状を呈する破片が皆無である。また、鉄塊系遺物の周辺から15～25cm大の礫の出土が有り、鉄塊系

遺物の選別等に利用された可能性が強い。特に、縄文時代の石皿の転用と思われる金床石（18）が竈右

袖前方から出土しており、鉄塊系遺物が付着する。
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第’１号住居祉土層説明

１層暗褐色士浅間Ｂ軽石（Ａｓ－Ｂ）混入。

２層黒褐色土黄白色軽石（多量)、焼土粒

子、白色軽石均質混入。

３層燈色土黄白色軽石を混入する焼土ブロッ

ク・粒子の層。

４層暗褐色土黄白色軽石混入。

５層暗褐色土黄白色軽石混入。

６層暗褐色土黄白色軽石・白色軽石混入。

７層赤褐色土焼土ブロック・粒子、黄白色

軽石混入。

８層暗褐色土焼土粒子点在。

９層暗褐色土黄白色軽石混入。
10層褐色土

11層黄白色軽石の二次堆積層。

12層黒褐色土黄白色軽石混入。

13層黒褐色土黄白色軽石混入。

14層暗褐色土焼土粒子混入。

15層黄褐色土焼土ブロック・粒子混入。

粘質土。

16層褐色土焼土ブロック・粒子混入。
17層鈍い黄褐色土焼土粒子混入。
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第６図第１号住居杜出土遺物
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本住居杜の構築時期は出土遺物の検討から、Ａは８世紀の中葉～９世紀前葉に比定できるが、Ｂにつ

いては確実に遺構に伴う出土遺物が須恵器・坏（６）のみであり、構築時期の比定は難しい。

遺物（第６図、PL-16）

本住居杜からの出土遺物は、須恵器・坏、土師器・坏、甕のほか、鉄釘、金床石及び鉄塊系遺物であ

る。全体的に遺物の量は少なく、破片資料が多い。

鉄塊系遺物は、総量で1103ｇ出土しており、経年変化で酸化・癒着しているが径１～３cm程度の粒状

の遺物が78点で、平均すると１粒14ｇ程度となる。

第４表第１号住居吐出土遺物観察表

胎土
焼成

法量
（c､） 

挿図番号
図版番号

整理用
番号

器形・成形・整形・文様の特徴・備考色調遣存状態取り上げ番号 器種

ロ縁部直立気味に内湾。ロ縁部内外面ヨコナ細砂 鈍い榿色ほぼ完形２，覆土 土師器 口１２．５1円目６－］ 

デ体部外面手持ちへラケズリ。焼成がやや甘高３．９ 良坏ＰＬ－１６ 

酸化焔 い、

鈍い赤褐 底部回転糸切り離し後回転へラケズリ。体部細砂多量土師器 底部 高く1.4〉覆土６－２ 1Ｈ１ 

色 外面へラケズリ。内面へラミガキ。内面黒色底７．２ 良好坏PＬ－１６ 

処理。酸化焔

褐色 ロ縁部外反。口縁部内外面ヨコナデ。胴部外ロ（21.6】 細砂霧:士、製鉄炉 土師器 ロ縁～頚部1Ｈ４ ６－１６ 

面へラケズリ。破片 頚（20.0） 良好翌周辺Ｐｍ－１６ 

高く5.2〉 酸化焔

胴部・底部外面へラケズリ。胴部・底部内面鈍い赤褐底部 底５．０ 細砂多量1、覆土 土師器６－４ 1Ｈ６ 

色 ナデ『高く4.8＞ 良好饗ＰＬ－１６ 

酸化焔

灰白色 体部は直立気味に外傾。底部回転糸切り離し細砂、良好1/２ 口（10.2）覆土、製鉄炉 須恵器lＨ３ ６－５ 

後回転へラ調整。底（5.6） やや軟質。坏周辺ＰＬ－１６ 

高（4.5） 還元焔

灰白色 休部緩やかに内湾。底部糸切り離し後へラ認ロ（13.0〕 細砂5、覆土 1/３ 須恵器６－６ 1Ｈ７ 

整。鉄塊系遺物付着。底（8.0） 良好・硬質坏ＰＬ－Ｍ 

還元焔高４．Ｃ

長石砂多量 灰色 底部回転糸切り離し後回転へラ調整。底部破片須恵器６－７ 1Ｆ1151 1５ 

良好・硬質坏

還元焔

底部回転糸切り離し後無調整。1/５ 細砂、良好 灰白色覆土 須恵器６－８ 1ＨＰ 

やや軟質.坏

還元焔

灰色 外面へラ調整。内面青海波文。破片 細砂、良好覆土 須恵器1１１１０ ６－９ 

硬質・還元蕊

焔

重量

（２） 
挿図番号
図版番号

整理用
番号

遺存状態 長さ 幅 厚 傭 考取り上げ番号 器種

折頭角釘。覆土 鉄釘 完形 16-0 １９ ０－６ 3１４ ６－１０ 1Ｈ１］ 

Ｐｍ－１６ 

折頭角釘。鉄釘 2/３ 覆土 1８ 0６ 2００ lＨ１２ 110 ６－１１ 

PＬ－１６ 

折頭角釘。覆土 鉄釘 1/２ 8.2 １５ 0６ 1７．６ ６－１２ lＨ１３ 

PＬ－１６ 

角釘。重量は癒着物も含む。覆土 鉄釘 1/３ 0-7 ｑ７ 2９－６ ６－１３ lＨ１４ ５－５ 

ＰＬ－１６ 

重量
（９） 

挿図番号
図版番号

整理用
番号

遺存状態 長さ 幅 厚 石質 備 考取り上げ番号 器種

輝石安山岩 縄文時代石皿の転用か？金床石 完形 2６－８ 2５．２ 6.3 4,028 ６－１４ 1Ｆｎ日 ７ 

PＬ－１７ 

Z９ 

挿図番号
図版番号

整理用
番号

取り上げ番号 器種 遣存状態
法量
(c､） 

胎土
焼成

色調 器形・成形・整形・文様の特徴・備考

６－１ 

PＬ－１６ 

ｌＨ５’ 2、覆土 土師器

坏

ほぼ完形 口１２．５

高３．９

細砂

良

酸化焔

鈍い榿色 口縁部直立気味に内湾。ロ縁部内外面ヨコナ

デ体部外面手持ちへラケズリ。焼成がやや甘

い。

６－２ 

PＬ－１６ 

1Ｈ１ 覆土 土師器

坏

底部 高く1.4＞

底７．２

細砂多量

良好

酸化焔

鈍い赤褐

色

底部回転糸切り離し後回転へラケズリ。体部

外面へラケズリ。内面へラミガキ。内面黒色

処理。

６－３ 

ＰＬ－１６ 

1Ｈ４ 覆土、

周辺

製鉄炉 土師器

喪

ロ縁～頚部

破片

ロ（21.6）

頚（20.0）

高く5.2＞

細砂

良好

酸化焔

褐色 ロ縁部外反。口縁部内外面ヨコナデ。胴部外

面へラケズリ。

６－４ 

ＰＬ－１６ 

lＨ６ １，覆土 土師器

喪

底部 底５．０

高く4.8＞

細砂多量

良好

酸化焔

鈍い赤褐

色

胴部・底部外面へラケズリ。胴部・底部内面

ナデ。

６－５ 

ＰＬ－１６ 

lＨ３ 覆土、製鉄炉

周辺

須恵器

坏

1/２ 口（10.2）

底（5.6）

高（4.5）

細砂、良好

やや

還元

軟質.

焔

灰白色 体部は直立気味に外傾。底部回転糸切り離し

後回転へラ調整。

６－６ 

PＬ－１６ 

lＨ７ 5、覆土 須恵器

坏

1/３ ロ（13.0）

底（8.0）

高4.0

細砂

良好・

還元焔

硬質

灰白色 体部緩やかに内湾。底部糸切り離し後へラ調

整。鉄塊系遺物付着。

６－７ 1Ｈ８ 1５ 須恵器

坏

底部破片 長石

良好

砂多量

・硬質

還元焔

灰色 底部回転糸切り離し後回転へラ調整。

６－８ lＨ９ 覆土 須恵器

坏

1/５ 細砂、

やや軟

還元焔

良好

質.

灰白色 底部回転糸切り離し後無調整。

６－９ lＨ１０ 覆土 須恵器

蕊

破片 細砂、良好

硬質・還元

焔

灰色 外面へラ調整。内面青海波文。

挿図番号
図版番号

整理用
番号

取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚
重量

(９） 
備考

６－１０ 

PＬ－１６ 

lＨ１１ 覆土 鉄釘 完形 1６ １．９ 0.6 31.4 折頭角釘。

６－］ 

PＬ－ 

lＨ１２ 覆土 鉄釘 2/３ 1１ １．８ 0.6 2０．０ 折頭角釘。

６－］ 

PＬ－ 

lＨ１３ 覆土 鉄釘 1/２ １．５ 0.6 1７．６ 折頭角釘。

６－１３ 

ＰＬ－１６ 

lＨ１４ 覆土 鉄釘 1/３ 5.5 ０．７ ０．７ 2９．６ 角釘。重量は癒着物も含む。

挿図番号
図版番号

整理用
番号

取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚
重量

(９） 
石質 備考

６－１４ 

ＰＬ－１７ 

lＨ１５ 金床石 完形 2６．８ 2５．２ ６．３ 4,028 輝石安山岩 縄文時代石皿の転用か？
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第２節第１号製鉄炉

遺構（第７～10図、ＰＬ－４～６）

本遺構は、調査区の南部（B、Ｃ－３，４G）に位置し、第２号製鉄炉と重複する。新旧関係は、調査の

不手際から確認できなかった。本遺構をはじめとする３基の製鉄遺構を検出した部分は、南東へ緩やか

に傾斜する台地が西へまわりこみ再び南へ張りだそうとするその緩やかな傾斜面である。

本遺構は、製鉄炉の本体(炉体)及び炉本体への送風装置である踏みj糒の設置場(糒座)、および前面

の作業場から構成され、斜面の上方から糒座、炉体、前面作業場の配置をとる。

炉体は、傾斜面を掘り込んだ半地下式の竪型炉で台地傾斜面を垂直に掘込みスサ入りの粘質士によっ

て、最大長50～60cm大の扁平な角礫を前面の両脇の据えて炉体を構築している。

炉の最終操業の形態の把握を図ったが、第２号製鉄炉・第３号製鉄炉に比して最も炉体の残存状況は

悪く、原形をほとんど失っていた。炉内の土壌堆積状況はほぼ水平に近い堆積状況を呈し、鉄津、焼士

ブロック・粒子を含む暗褐色士もしくは暗灰白色粘質士が堆積する。炉壁は操業に伴う炉の破却によっ

て下方に２回の操業が推定できる炉壁の一部が残存していたのみであった。炉壁は第２号製鉄炉・第３

号製鉄炉に比してスサの混入が少なく、質量感を感じさせ、よく締まっている。色調は鈍い黄褐色を呈

し、残存部分からは還元化の影響は確認できなかった。

炉体の規模は最古期のもので推定底部東西80cmを測る、隅丸の方形を呈する。掘り方との間隙は介在

物が存在せず掘り方に炉壁の材となるスサ入りの粘土を４～５cmの厚みで塗付けてあった。また、掘り

方床面へのスサ入り粘土の貼りつけは認められず、炉床は掘り方そのもので特別な構築はみられなかっ

た。確認できる最終操業時の炉体の規模は推定底部東西75cmを測る、隅丸の方形を呈する。最古期の形

態より丸みが強い。

炉の掘り方は、隅丸の方形を呈し、底部東西径85cmを測り、前面の作業場に開放する。掘り方の壁の

立ち上がりはほぼ垂直で奥壁で100cmを測る。また､掘り方奥壁は通風管装着のためか中央が炉体内1F張
り出すように掘り残してあった。

糒座は、炉体の背後、傾斜面の上方に位置する。検出面が耕作土を除去したローム面であったところ

から掘り込みの確認に苦労した。平面形態は中央をやや高くした不整形の掘り込みを呈すると思われる

が東部は第２号製鉄炉の構築の際に削り込まれたものと思われ、形状を把握しにくい。また、粘土等の

貼りつけは確認できなかった。

前面の作業場は炉体掘り込みの開放部から肩を張り斜面下方にむかって緩やかに窄むやや歪な楕円形

の掘り込みの平面形態を呈し、主軸長2.7ｍ、奥壁部で最大幅2.2ｍを測る。主軸方向はＮ－８ｏ－Ｗで、

床面はほぼ水平でよく締まっている。壁の立ち上がりは肩部でほぼ垂直に立ち上がり100cmを測るが､他

の３方は緩やかである。特に南方部の立ち上がりは緩やかで58cmを測り、南部の低地にむかっての廃津

が容易な状況を呈する。

また、炉体前面の開放部からは幅80cm、深度15cm、全長80cmの規模で溝状の窪みを呈するが排津口で

あるかどうかは状況証拠に欠く。また、同窪みからは２本のピットが検出されているが、その性格は不

明である。いずれにしても炉体の直前面に存在するところから上屋構造物の柱穴でないことは確かであ

ろう。

作業場内の土壌堆積状況は、鉄淳を主とする堆積物でほぼ人為的に埋没されている。この堆積状況は

２７ 

１
口



本製鉄炉及び第３号製鉄炉に共通する状況を呈し、第２号製鉄炉の状況とは非常に異なる。

本遺構及び周辺からは上屋構造物を想定できるピット等は検出されなかった。

遺物

出土した遺物は、

出土はなかった。

流動津・炉内津・炉底津・炉壁等の鉄棒がほとんどで操業年代を比定できる遺物の
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前面作

第１号製鉄炉土層説販

１層黒褐色土炭化物粒子、焼土粒子、ローム粒子混入。

２層鉄樺。

３層褐灰色土１層に酷似。１層より明るい。

４層榿色土炉壁淳（酸化焔焼成）混入。

5層暗褐色土炉壁津（酸化焔焼成）小ブロック混入。

６層燈色土炉壁津（酸化焔焼成）混入。

７層黒褐色土黒褐色（還元焔焼成気味）粘土小ブロック・粒子混入。

８層褐灰色土３層に酷似。

９層暗褐色土３層に酷似。やや暗い。

10層燈色土炉壁樺（酸化焔焼成）小ブロック、焼土粒子混入。

11層褐灰色土９層に酷似。

12層暗褐色土炉壁淳（酸化焔焼成）小ブロック、鉄淳混入。

13層暗褐色土１２層に酷似。

14層暗褐色土鉄棒多量混入。鉄棒の粒度は大きい。

15層暗褐色土１３層に酷似。

16層鈍い黄褐色土炉壁津（酸化焔焼成）小ブロック混入。
17層暗褐色土鉄津多量混入。鉄淳の粒度は中程度。

Ⅱ ２ｍ 

Ｐ ＦＬ＝２５５．７ 

18層鈍い黄褐色土炉壁檸（酸化焔焼成）小ブロック混入。粒度は小さい｡

第８図第１号製鉄炉
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第１号製鉄炉・炉体土層説明

１９層暗褐色土暗灰白色粘土、炉壁津、鉄津（少斌）混入．
２０層鉄棒。

２１層黒褐色土鉄灘、焼土ブロック・粒子混入。

２２層暗褐色土鉄津、焼土ブロック・粒子混入。
２３層黒褐色土鉄津、焼土粒子混入。

２４層黒褐色土暗灰白色粘土ブロック混入。

２５層黒褐色土鉄津、焼土ブロック（還元焔焼成気味）混入.
２６層暗褐色土粘質土.

２７層暗褐色土鉄津多避混入。

２８層暗褐色土粘質土。

２９層暗褐色土焼土粒子混入。粘質土｡
３０層黒褐色土221画に酷似、

掘り方 ＜’ 

ＯＬ＝２５６．０ □ 
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炉壁
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第９図第１号製鉄炉・炉体
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第10図第１号製鉄炉・輪座
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第３節第２号製鉄炉

遺構（第７，１１～14図、ＰＬ－４、１２～14）

本遺構は、調査区の南部(Ｂ、Ｃ、Ｄ－３、本遺構は、調査区の南部(B、Ｃ、Ｄ－３，４G)に位置し、第１号製鉄炉とは西部で、第３号製鉄炉とは

東部で重複する。新旧関係は、調査の不手際から把握できなかった。

本遺構は、製鉄炉の本体(炉体）及び炉体への送風装置である踏み輪の設置場(輔座)、前面の作業場

から構成され、斜面の上方から糒座、炉体、前面作業場の配置をとる。また、輪座を囲んで方形区画を

形成する。

炉体は、傾斜面を掘り込んだ半地下式の竪型炉で、１５～50cm大の扁平な角礫を芯にして掘り方面に暗

褐色粘質土及び灰褐色粘質士で貼りつけたうえ、さらにスサ入りの粘土によって炉壁を構築している。

芯となる石組は、検出状況から、石組後に粘土を貼りつけたものではなく、粘土を貼りつけながら石を

芯材として塗りこめていったものと推定できる。また、石組は、西壁の掘り方底面から約50cln上がった

部位から上位に認められ、奥壁及び東壁では確認できなかった。また、前面作業場への開放部両脇は、

長軸長55～65cmを測る扁平な礫を暗褐色の粘質士で付設・構築する。

炉体内の土壌堆積状況は炉壁が内部に倒れこむように崩壊し、その空隙を暗褐色の粘質士が充填する

という状況を示す。この粘質土は上位に存在する糒座の構築材である粘質土の流れ込みが主であると推

定できる。炉体内に残存する炉壁は、スサ入りの粘土によって成り、色調は概ね鈍い黄褐色を呈する。

全体的にガラス質津の溶着は少なく、還元化の影響も観察できなかった。操業時には上部にあった炉壁

である可能性が強い。また、４４層が還元化され暗褐色を呈する小鉄津と粘土が混じる。

炉体の規模は、最終操業時のもので推定底部東西0.85ｍ、南北1幅0.80ｍを測る隅丸の方形を呈する。

２４ 





炉体の掘り方は、上端での平面形態が東西に長い楕円形を呈しで東西Ｌ80ｍ、南北1.30ｍ（推定）を

測る。底面での平面形態は隅丸の方形を呈し、東西0.65ｍ、南北0.85ｍ（推定）を測る。壁はほぼ垂直

に約20cm立ち上がってから緩やかな傾斜で大きく開き上端に至る。前面の作業場へは幅1.15ｍで南に開
放する。この開放部の両脇は礫を据えるための掘り込みを形成する。また、奥壁中央は幅Ｌ１０ｍで北に

開放し糒座に連なる。

なお、炉体内土壌の内44層.４５層は、すべて持ち帰り、自然乾燥後重量を計測。比重選別及び磁石に

よる選別の併用で砂鉄を分別した｡以上の結果から総重量40,7529の土壌から4,2259の砂鉄を得た｡本

製鉄炉の製鉄原料として砂鉄が使われたものと推定する。

前面の作業場は､炉体の前方開放部から大きく左右に肩をはったように拡がり幅3.0ｍを測り、斜面下

方・南に向かって緩やかに窄まる。平面形態は南部で尖る卵型を呈し、規模は主軸長4.30ｍ、奥壁部幅
2.80ｍを測る。主軸方向はＮ－１７ｏ－Ｗで、床面はよく締まっており、炉体からの開放部で最深部を形成

し、斜面下方に向かって約10゜で立ち上がる。開放部から肩を張ったように開く奥壁部の立ち上がりは、

ほぼ垂直で80～110cmを測る。この奥壁部の両端で約10cm程度凹む。また、西壁に足掛け状の凹みが検出

された。この凹みから作業場底面までは約50cm、上位面までは約30cmを測り、前面作業場から轤座への

工人の通過場所としての推定ができる。

本製鉄炉の輔座は、第１号製鉄炉、第３号製鉄炉とはその構造を異にしており長方形の土坑の形態を

とる掘り込みを炉体の背後・斜面上方に位置させる。平面形態は東西に長い長方形を呈し、上端で東西

2.54ｍ、南北1.16ｍを測る。斜面上位･北壁での深さは100cm程度で南の炉体との接合部を除く３方の壁

はほぼ垂直気味に掘り込まれている。また、上位である北の壁に径80.0cmで奥行26.0cmの円形の掘り込

みを水平方向に穿ち、炉体からこの掘り込みに向かう部分を頂部として東西両側にほぼ同傾斜で落ち込

み中央部との深度差は東端で10.0cm、西端で140cmを測る。この底面の頂部が鞘の支軸受けの部分であ

ると推定できるが軸受けのための溝条の掘り込みは確認できなかった。

炉体との接合部は開放するが、送風管の設置状況は確認できなかった。開放部の幅は2.90cmを測る。

糒座内の土壌堆積状況は、遺構の構築部位が斜面であることから、全体的に斜面上方から下方に向けて

の流れこみ状況が確認できる。堆積土壌は暗褐色を呈する粘質土を主として若干の鉄淳を含む。轆座で

あることからすると施設の密閉度を高めるために貼られた粘土が廃棄後斜面にそって流れだしたものと

推定できるが、操業当時の粘土の貼りつけ状況は確認できなかった。

掘り方は、西部で階段状の掘り方が確認でき、東部では垂直にたちあがるが、この左右の構造の違い

が何を意味したものかは不明である。

繍座を囲む方形の区画は、東西7.0ｍ、南北2.60ｍを測る。

鯖座を囲む方形区画内からは３本、また北壁の中央・壁際で１本ピットが確認されており、その配置

に明確な規則性は認められないが何らかの上屋構造物を想定させる。

２７ 



遺物

出土した遺物は、鉄津がほとんどで構築・操業時期を比定できる資料はなかった。

また、炉体内から通風管の破片が１点出土している。（第18図、PL-17）
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第２号製鉄炉・炉体土層説明

22層暗褐色土炭化物粒子、ローム粒子、焼土粒子混入。

23層暗褐色土炭化物粒子、ローム粒子、焼土粒子混入。

２３層に酷似。粘質土。

24層暗褐色土焼土ブロック・粒子混入。粘質土。
25層暗褐色土粘質土。

26層暗褐色土焼土粒子混入。粘質土。

27層暗褐色土粘質ローム土と暗褐色粘質土の混土。

28層赤褐色土焼土ブロック・粒子層。

29層暗褐色土粘質土。

30層暗褐色土焼土粒子混入。粘質土。

31層灰白色土粘質土。

32層灰褐色土粘質土。

33層暗褐色土焼土粒子混入。

34層暗褐色土焼土ブロック、炉壁津混入｡

35層暗褐色土焼土ブロック・粒子混入。粘質土。

36層暗褐色土焼土粒子混入。粘質土。

37層鉄棒と焼土ブロック゛粒子の混土。

38層暗褐色土炭化物粒子、焼土粒子混入。

39層暗褐色土焼土粒子混入。粘質土。

40層暗褐色土炉壁捧混入。

41層暗褐色土粘質土。

42層鉄棒と焼土ブロック・粒子の混土。

43層鉄淳と炉壁津（還元焔焼成気味）の混土｡

44層鈍い黄褐色土粘性を有するローム質土。

45層暗褐色土焼土粒子、炭化材、炭化物粒子混入・粘攪

46層灰褐色土粘質土。

47層暗褐色土粘質土。

48層暗褐色土焼土粒子混入。粘質土。

第12図第２号製鉄炉．
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粘質土。

、 1ｍ 

第２号製鉄炉・炉体
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第13図第２号製鉄炉・炉体裏込め石組
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第４節第３号製鉄炉

遺構（第７、１５～17図、ＰＬ－１１～14）

本遺構は、調査区の南部(B、Ｃ－４，５G)に位置し、第２号製鉄炉とは西部で重複する。新旧関係は、

調査の不手際から把握できなかった。

本遺構は、製鉄炉の本体(炉体）及び炉本体への送風装置である踏み糖の設置場Ｃ糒座)、前面の作業

場から構成され、斜面の上方から糒座、炉体、前面作業場の配置をとる。

炉体は、傾斜面を掘り込んだ半地下式の竪型炉で台地斜面を垂直に掘りこみスサ入りの粘土によって

65～80cm大の扁平な礫を前面作業場への開放部両脇に据えて炉体を構築している。

炉体の最終操業時の平面形態は、炉胸部の奥壁が炉体内側に張り出し、ハート型を呈する。炉体内の

土層堆積状況は、炉体内に炉壁が崩壊して倒れこみ、鉄淳を混入する暗褐色士の粘質士が埋めるという

状況を呈する。炉壁は、スサ入りの粘質土よって成り、色調は概ね鈍い黄褐色を呈する。

炉体の最古期の規模は推定底部東西径1.60cm、南北径Ｌ20cmを測る。しかし、その後の操業によって

炉体上部は破却が著しく、炉の上部の構造は確認できなかった。炉体掘り方と炉壁との間隙は、暗褐色

の粘質土で充填されている。

炉体の掘り方は、隅丸の方形を呈し上端部で東西1.45ｍ、南北1.25ｍ、底面で東西0.80ｍ、南北0.95

ｍを測る。壁の立ち上がりはほぼ垂直で95～110cmを測り前面の作業場に開放する。奥壁は､第１号製鉄

炉と同様に通風管装着のためか、中央部底面よりで炉体内に張りだすように掘り残してあった。

本製鉄炉の糒座は、炉体の背後・斜面上方に位置する。平面形態はの中心とし、東西両側に掘り込み

を有する。東の掘り込みは東西0.85ｍ、南北0.93ｍを測る歪な台形を呈する。西の掘り込みは東西1.00

ｍ、南北1.24ｍを測る歪な楕円形を呈する。しかし、検出面が耕作土を除去したローム面であったとこ

ろから確認された形状が操業時の形態を保ってているかは定かではない。また、第１号製鉄炉同様粘質

土の貼りつけ等は確認できなかった。

なお、炉体内の土壌の内34層～44層は、すべて持ち帰り、自然乾燥後重量を計測。比重選別と磁石に

よる選別の併用で砂鉄を分別した｡以上の結果から総重量21,6199の土壌から4,0689の砂鉄を得た。や

はり、第２号炉同様製鉄炉の製鉄原料として砂鉄を利用したものと推定する。

前面の作業場は炉体掘り込みの開放部から直線的に肩を張り斜面下方に向かって緩やかに窄まり羽子

板状の掘り込みの平面形態を呈し、主軸長5.0ｍ、奥壁部で最大幅3.40ｍを測る。主軸方向はほぼ真北の

Ｎ－１ｏ－Ｗで、床面はほぼ水平でよく締まっている。壁の立ち上がりは肩部でほぼ垂直に立ち上がり

80.0～l0qOcn1を測るが、東西両壁の斜面下方部では緩やかで、南は、水平部から斜面にむかって水平に

開放する。また、奥壁東側の北壁に斜めに穿たれたピットを２本検出した。これらのピットは底面から

いずれも約20cm、上位面まで約20～30cm程度を測り、第２号製鉄炉同様前面作業場から糒座までの操業

人の通過場所としての推定ができる。南部で選別に使用したと思われる角礫が出土している。

炉体前面の開放部から幅65.0cm、全長1.50cmの溝状の掘り込みを呈する。また、作業場内底面から４

本のピットを検出し、内２本と炉体の東から検出されたピットで東西2.0ｍ、南北1.3ｍの方形の配置を

示す。何らかの上屋構造物を推定できる。

作業場内の土層堆積状況は鉄津を主とする堆積物でほぼ満杯状況に埋積され、第１号製鉄炉同様な状

況を呈する。

3０ 
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第３号製鉄炉土層説瑛

１層暗褐色土炭化材、炭化物粒子、

焼土粒子、ローム粒子を均質混入。

２層黒褐色土炭化材、炭化物粒子、
焼土粒子、ローム粒子を均質混入。

１層より暗い。

３層暗褐色土炭化材、炭化物粒子、

焼土粒子を均質混入。暗灰白色粘

質土。

４層暗褐色土鉄淳、炭化材、炭化

物粒子、焼土粒子、を多量混入。

似。混入物少ない。

津（酸化焔焼成）混入。

子、焼成灰の混土。

炭化物粒子を多量に混入。

場

【
、
①
哩
劇
Ⅲ
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２ｍ 

５層暗褐色土４層に酷似。混入物少ない。

６層鈍い黄褐色土炉壁棒（酸化焔焼成）混入。

７層暗赤褐色土焼土粒子、焼成灰の混土。

８層黒褐色土炭化材、炭化物粒子を多量に混入。

９層鉄津。

10層黒褐色土８層に酷似。

11層暗褐色土炉壁淳（酸化焔焼成)、炭化材、炭化物粒子、焼土粒

子を混入する焼成灰層。

12層暗褐色土炭化物粒子、焼土粒子均質混入。

13層暗褐色土鉄淳、炭化材、炭化物粒子、焼土ブロック・粒子、灰

白色粘土の混土層。

14層黒褐色土８層に酷似。

15層１３層に酷似。１３層より鉄津少ない。

16層褐色土炭化材、炭化物粒子、灰白色粘質土、焼土粒子の混土。

葉理（ラミナ）を呈する。

17層暗褐色土３層に酷似。

18層暗褐色土鉄棒、炭化材、炭化物粒子、焼成灰の混土。

19層暗褐･色土１３層に酷似。

曰ＥＬ＝２ｓ６．ｃ 
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第15図第３号製鉄炉
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第３号製鉄炉・炉体土層説明
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０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
 

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
 

暗褐色土焼土粒子混入。粘質土。

灰褐色土粘質土。

暗褐色土炉壁淳混入。粘質±･

暗褐色土粘質土。

灰褐色土粘質土。

暗褐色土炉壁津混入。粘質土。
暗褐色土炉壁津混入。粘質土。

暗褐色土炉壁淳混入。粘質土。

灰褐色土粘質土。

暗褐色土炉壁檸混入。粘質土。

暗褐色土鉄淳混入。

暗褐色土炉壁津混入。

暗褐色土粘質土。

暗褐色土炉壁津（Ｇ５～10mm程度）混入。粘質土。

鉄樺と炉壁葎の混土。

暗褐色土炭化材混入。

暗褐色土粘質土。

暗褐色土焼土粒子混入。粘質土。

暗褐色土粘質土。

暗褐色土炭化材、炭化物粒子混入。

崩壊炉壁片と焼土粒子の混土。

暗褐色土炭化材、炭化物粒子混入。

暗褐色土粘質土。

炉壁淳と焼土粒子の混土。

暗褐色土鉄淳混入。

掘り方 ~回
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遺物

出土した遺物は、鉄津がほとんど

であったが、前面作業場の覆土中か

ら須恵器・甕の破片が１片出土して

いる。

□） 、！、

、’、Ｌ＝２５６．２

1０ １ｍ 

第17図第３号製鉄炉・糒座

製鉄遺構出土遺物（第18図、PL-17）

本製鉄遺構からの出土遺物は、そのほとんどが鉄淳で遺構の操業時期を判別できる資料にかける。

第５表製鉄遺構出土遺物観察表（第18図、PL-17）

法量
（cln） 

胎土
焼成

整理用
番号

挿図番号
図版番号

器形・成形・整形・文様の特徴・備考色調遺存状態取り上げ番号 器種

底部回転糸切り離し後回転へラ調整｡細砂多量
良。やや軟
質・還元焔

灰色底部破片 底８．５須恵器

坏

周辺SＷ１ 1８－１ 

ＰＬ－１７ 

底部回転へラ切り離し後回転へラ調整。底６．９ 細砂・小礫
良好・硬質
還元焔

灰色底部破片須恵器

坏

周辺RＷ２ l８－２ 

ＰＬ－ｌ７ 

外面ナデ。内面青海波文‘細砂、良好
硬質・還元
焔

灰色破片須恵器

鶏

周辺SＷ３ 1８－３ 

ＰＬ－ｌ７ 

細砂、良好
硬質・還元
焔

灰色 内外面ナデ。破片須恵器

饗

周辺SＷ４ l８－４ 

ＰＬ－ｌ７ 

外面平行タタキメ。内面ナデ。細砂、良好
硬質・還元
焔

灰色破片須恵器

饗

周辺SWB l８－５ 

ＰＬ－１７ 

外面格子タタキメ。内面青海波文ｃ細砂、良好
硬質・還元
焔

灰色破片須恵器

甕

3号炉SＷ６ l８－６ 

ＰＬ－ｌ７ 

法量
（c､） 

挿図番号
図版番号

整理用

番号
備 考取り上げ番号 器種 遺存状態

スサ入りの粘土を輪積み成・整形。成・整形の際の芯材は内面に
残る平行な圧痕から葦等のイネ科植物の束と推定する。外面には
ガラス質の棒及び鉄塊径の遺物が溶着。焼成は酸化焔焼成気味で

破片 最大外径約７

最大内径約５
残存長１４．２

2号炉・炉内 通風管SＷ７ 1８－７ 

ＰＬ－１７ 

鈍い黄褐色から撹色を呈する。

材は内面に
。外面には
焼成気味で
元化されて
盟定できる。

りの粘土を輪積み成・整形。成・整形の際の芯材
行な圧痕から葦等のイネ科植物の束と推定する。
質の棒及び鉄塊径の遺物が溶着。焼成は酸化焔焼
褐色から榿色を呈する（一部で溶着津の際が還元
本遺物は破断面の観察から３回以上の操業が推抗

最大内径約３
残存長１５．２

通風管 破片 スサ入

残る平
ガラス

鈍い黄
いる)。

周辺1８－８ ehmH8 

ＰＬ－１７ 

･整形。成・整形の際の芯材は内面に最大外径約８

最大内径約５
残存長９．６

スサ入りの粘土を輪積み成・
残る平行な圧痕から葦等のイ
ガラス質の津が溶着。焼成は
色を呈する。溶着棒と内面と
成し薄くなっているところか

通風管 破片周辺SＷ９ l８－９ 

ＰＬ－１７ ネ科植物の束と推定する。外面には
酸化焔焼成気味で鈍い黄褐色から燈
の器厚が片側に向かってテーパーを
ら先端に近い部位と推定できる。

ａヲ

整理用
番号

取り上げ番号 器種 遺存状態
法量
(cnl） 

胎土
焼成

色調 鶚形域形整形･文様の特徴備考’
1８－１ 

PＬ－１７ 

SＷ１ 周辺 須恵器

坏

底部破片 底８．５ 灰色 底部回転糸切り離し後回転へラ調整。

1８－２ 

PＬ－１７ 

SＷ２ 周辺 須恵器

坏

底部破片 底６．９ 小礫
硬質

灰色 底部回転へラ切り離し後回転へラ調整。

1８－３ 

PＬ－１７ 

SＷ３ 周辺 須恵器

霊

破片 好元良還
灰色 外面ナデ。内面青海波文。

1８－４ 

PＬ－１７ 

SＷ４ 周辺 須恵器

饗

破片 好元良還
灰色 内外面ナデ。

1８－５ 

PＬ－１７ 

SＷ５ 周辺 須恵器

饗

破片 辨鐘
灰色 外面平行タタキメ。内面ナデ。

1８－６ 

ＰＬ－１７ 

SＷ６ 3号炉 須恵器

甕

破片 細砂、良好
硬質・還元
焔

灰色 外面格子タタキメ。内面青海波文。

挿図番号
図版番号

整理用

番号
取り上げ番号 器種 遺存状態

法量
(c､） 
備考

１８－７ 

ＰＬ－１７ 

SＷ７ 2号炉・炉内 通風管 破片 最大外径約
最大内径約
残存長１４．

スサ入りの粘土を輪積み成・整形。成。整形の際の芯材は内面に
残る平行な圧痕から葦等のイネ科植物の束と推定する。外面には
ガラス質の棒及び鉄塊径の遺物が溶着。焼成は酸化焔焼成気味で
鈍い黄褐色から撹色を呈する。

1８－８ 

ＰＬ－１７ 

SＷ８ 周辺 通風管 破片 最大内径約

残存長１５．

スサ入りの粘土を輪積み成・整形。成・整形の際の芯材は内面に
残る平行な圧痕から葦等のイネ科植物の束と推定する。外面には
ガラス質の棒及び鉄塊径の遺物が溶着。焼成は酸化焔焼成気味で
鈍い黄褐色から榿色を呈する（一部で溶着津の際が還元化されて
いる)。本遺物は破断面の観察から３回以上の操業が推定できる。

1８－９ 

ＰＬ－１７ 

SＷ９ 周辺 通風管 破片 最大外径約８

最大内径約５
残存長９．６

スサ入りの粘土を輪積み成・整形。成・整形の際の芯材は内面に
残る平行な圧痕から葦等のイネ科植物の束と推定する。外面には
ガラス質の津が溶着。焼成は酸化焔焼成気味で鈍い黄褐色から燈
色を呈する。溶着棒と内面との器厚が片側に向かってテーパーを
成し薄くなっているところから先端に近い部位と推定できる。
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第５節炭窯

遺構（第19図、ＰＬ－１５）

本遺構は、調査区の北部(Ｆ－１～3G、Ｇ－Ｌ２Ｇ)、標高257.5～258.0ｍに位置する。住居杜からは約

５ｍ北西に､製鉄遺構からは約12ｍ北北西にあたる｡確認面は､耕作土を除去した直下のローム面であっ

た。

平面形態は扁平な羽子板状を呈し、全長8.50ｍ、燃成室長6.10ｍ、燃焼室長2.40ｍを測る。燃成室の

最大１幅は煙道部付近で2.05ｍ、燃焼室最大幅1.10ｍ、炊き口部幅0.90ｍを測る。主軸方向はＮ－５６ｏ－Ｗ

である。

燃成室床面は、緩やかな凹凸を呈するものの顕著な傾斜は認められずほぼ水平である。天井部は、覆

土中に崩落が認められないが、燃成部奥壁・奥壁よりの側壁でオーバーハンクしており、存在したであ

ろうことが想定できる。壁は、全体的にはほぼ垂直に近い立ち上がりを呈し、壁高90～105cmを測る。覆

土堆積状況は、ローム土及び焼土化したローム士・木炭を混入する暗褐色土の互層からなり、数次の操

業が考えられる。この際、燃成室の床面は上昇したものと考えられ、確認される最終操業床面から当初

の操業時と想定される天井部までの距離はかなり短くなり、当初の操業形態での操業は不可能であった

ものと思われる。操業形態に変化があったかも知れない。

燃焼室の床面は炊き口から緩やかに凹みを形成し、左右両壁は垂直に近く立ち上がる。覆土堆積状況

は、操業に伴う掻きだしにより木炭の小片及び木炭粒子・焼土粒子を多量に混入する暗褐色土の堆積が

数枚確認でき、燃成室の堆積状況とは異なる。

煙道は奥壁から1.5ｍほど東の北側壁に付設され､壁面から約90cmに煙出を持つ｡煙道と燃成室床面と

の接点は不定型に膨らんでおり、燃成室壁面側からと煙出部の両方から掘り抜いた様子が窺える。また、

燃成室床面と接点をもたない地上からの掘り抜きが２箇所認められる。煙出は径30cmの円形を呈する。

煙道部の壁面にも、数次のローム地山の焼土化及びタールの付着が認められる。特にタールの付着は顕

著であった。

出土遺物は木炭のみで、本遺構の構築・操業時期を比定できる資料はなかった。

なお、本炭窯から出土した木炭は全点取り上げのうえ持ち帰り樹種の同定を全資料にわたって実施し

た。特に土層確認用に設定したベルト部分から出土した木炭は層序ごとに取り上げ、数次に及ぶ操業に

おける樹種構成に差異があるか、また製鉄炉・住居牡から出土した木炭との樹種構成に差異があるかを

調査した。この分析方法及び結果については、後述の自然科学分析のなかで詳しく解説しているので参

考にされたい。
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第Ｖ章調査のまとめ

住居趾について

本遺跡における住居;L''二の性格づけについてまず検討しておきたい。本住居祉内（Ｂ住居杜）から製鉄

操業の結果としての製品である鉄塊系遺物の出土があり、総量も11039と非常に多い。また金床石と推

定される礫が出土しており鉄塊系遺物の選別作業も想定されることから、製鉄操業に関わるエ人の居住

及び作業場としての性格を持つものと把握する。

本文の中で説明した重複の問題及び出土した遺物の年代観についてここで検討する。土層断面の観察

からは、Ａの住居杜が廃棄されほぼ埋積されてから、Ｂが構築されたことが窺える。埋積にあたっては

人為的に埋め戻された状況は看取できず、自然堆積作用によるものと判断する。

Ａの住居杜に明らかに帰属するものと判断した遺物は、土師器･坏（１）、土師器･甕（３．４）の３

点、Ｂの住居杜に明らかに伴うものと判断した遺物は須恵器・坏（６）の１点のみである。他の遺物に

関しては土層確認以前に覆土として取り上げた遺物でＡ、Ｂいずれとも判断しにくいところから、補助

的資料として扱う。

遺物の年代観については、近隣の当該期編年の例として芳賀東部工業団地遺跡の分類及び年代観にし

たがった。

まず１の坏であるが、内面～口縁部の外面をヨコナデにより調整し、丸底気味を呈する底部は手持ち

へラケズリによる調整を施されている。この遺物からは、芳賀東部工業団地遺跡のⅥ～Ⅷ類に比定でき

る。

２の甕は、口縁部のみでの判断ではあるが、「<」の字状を呈し、肩部に最大径を持つことから芳賀東

部団地遺跡のVⅢ類に比定できる。

３の塾・底部破片からは、２の甕と同形態をとる甕と思われ、やはりⅧ類を比定する。

６の須恵器・坏は、硬質でかなり焼き締まり、自然釉が認められる。底部は糸切り離し後回転へラ調

整を施している。

以上の出土遺物の検討からＡの住居牡の構築時期を芳賀東部工業団地遺跡のⅥ類～Ⅷ類・８世紀の中

葉～９世紀の前葉と推定する。Ｂの住居杜については遺物からの比定が難しいことから、土層状況断面

の観察によりＡの住居杜の構築時期以降で、「．｣の字状を呈する口縁部を持つ甕の出土が皆無であると

ころから９世紀の中葉までの時期をあてておく。

製鉄炉について

製鉄炉の検出は、ここ数年全国的にも増加しており、その時代的変遷についても各地で成果があがっ

ている。

群馬県における製鉄に関する遺構の検出は、太田市菅ノ沢における３基の製鉄炉を噴矢として、渋川

市金井製鉄遺跡、宮城村片並木遺跡、伊勢崎・東流通団地遺跡等において製鉄炉が検出したことが知ら

れる。

本町でも、八ヶ峰遺跡において１基の製鉄炉の検出をみており、今回の３基を含めると４基の検出と

なる。特に、今回狭い発掘調査区にも係わらず製鉄に必要な炭の生産窯、製鉄炉において生産された製

３７ 



品である鉄塊系遺物をその床面から出土した住居杜とセットで検出されたことは、鉄の生産形態の把握

にとって重要である。

まず、今回調査した製鉄炉の立地から検討する。いずれの製鉄炉も炉体を台地の南斜面の上位に構築

されており、轆座をその上位で台地が傾斜変換点もしくは、斜面をカットし平坦面を造成した部位に構

築している。炉体下方には、形状はやや異にするが、炉体前面の作業場を掘り込んで構築するという共

通した遺構の配置をとる。

また、炉体の構造はいずれも半地下式竪形炉に分類されるが、細かな点で差異が認められ、製鉄炉の

構造的変遷を辿る上で貴重な資料となっている。しかし、調査上の不手際から、新旧関係を明確に把握

しなかったことが悔やまれる。なお、穴澤義功氏によればその形態から第３号製鉄炉一第１号製鉄炉一

第２号製鉄炉の変遷が考えられるとの見解を得た。

３基の製鉄炉の炉体の構造及び形態上の大きく顕著な変化は、掘り方に認められる。第１号製鉄炉及

び第３号製鉄炉は奥壁中央を内部に突出するように掘り残してあり、第２号製鉄炉にそれが認められな

い。また、第１号製鉄炉及び第３号製鉄炉は全体的に掘り方の立ち上がりが垂直で、シャープで鋭角的

なイメージを受けるが、第２号製鉄炉については掘り方上部で大きく開きシャープで鋭角的なイメージ

は受けない。

鞘座の構造及び形態上の相違は、第１号製鉄炉・第３号製鉄炉において、長方形を呈する土坑の形態

をとらず、底面の掘り込みが浅く、粘土の貼りつけも検出状況からは認められないことを特色とする。

しかし検出面が後世の耕作により、かなり削り込まれた可能性もあり、操業当時の形態の把握は難しい。

また、輔座自体近年になって認識されたものであり、発掘調査時から糒座を意識して調査がなされたも

のが少なく、県内の糒座の検出例は僅少であり十分な比較検討資料に欠くことから、輔座については今

後の資料の増加を待っての検討課題としておく。

製鉄炉構築・操業時期の問題については、製鉄炉自体からそれらを示唆する遺物の出土がなく、製鉄

炉からは想定できない。そこで、製鉄炉で作られる製品である鉄塊系遺物を出土したことから同一時期

の遺構と推定できる住居社の構築時期からの検討を加えておく。住居社については、既述したように２

軒の重複が想定できる。古い住居杜からの出土遺物が８世紀の中葉から９世紀前葉に比定でき、この住

居杜が製鉄炉操業を意図しての構築・居住であると考えられることから、最古の製鉄炉の構築時期も同

時期の所産と推定する。

最終操業時期の問題であるが、重複する住居牡の新しいものの構築時期が判然としないことから、同

一形態をとる八ヶ峰遺跡の製鉄炉の構築時期である９世紀の中頃（山下：1986）とする年代観を想定し

ておくが、住居杜についての中で記述した土師器・喪における口縁部に「．」の字状を呈するものが皆

無であることから八ヶ11摩遺跡の製鉄炉に先行するものと把握する。

操業における原料としては、第２号製鉄炉、第３号製鉄炉の炉内土壌から大量の砂鉄が検出されてお

り、砂鉄による操業と考えられる。第１号製鉄炉に関しては土壌を採取できず不明であるが、先の穴澤

氏の変遷観からすれば、前出の所産である第３号製鉄炉、後出の第２号製鉄炉のいずれもが砂鉄による

操業であることから、砂鉄による操業と考えたほうが無難であろう。

鉄津について

鉄漣の整理・分類については、発掘時において資料化を図るための調査方法（排津場の全面に方眼を
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組み、層序ごとに取り上げる方法）をとらなかったため、全量取り上げたものの、分類及び重量計測等

の整理を実施しなかった。また、分類方法については外観により炉内淳、炉底淳、流動律、炉壁津、鉄

塊系遺物等に分ける方法。磁性の強弱により分類する方法。また、外観による分類に磁性の強弱を加味

した分類等が知られる。外観による分類において、いずれとも判断しかねるものが存在し、磁性の強弱

による分類においては資料の法量との問題があるため、分類方法・分類基準等を含めてこれも今後の検

討課題としておく。

炭窯について

炭窯については、非常に多くの問題が残る。まず、今回検出の炭窯１基でこれらの操業に足る木炭が

供給できたかどうかという問題がある。調査地の西方の竹林内（ほ場整備エ事実施区内）に出来るかぎ
りトレンチを設定し、検出・確認を図ったが確認されなかった。県内の他の製鉄遺構では、１基の製鉄

炉に対して複数の炭窯の存在が報告されているが（金井製鉄遺跡：製鉄炉１基に対して３基、菅ノ沢遺

跡：製鉄炉３基に対して７基等)､町内の八ヶ峰遺跡における製鉄炉では製鉄に関連する炭窯としては５

号炭窯１基が報告されており一様ではない。この問題に関しては複数存在した可能性もあることを指摘

しておくに止めておく。

また、口絵にも載せた炭窯燃成室内の土層の堆積状況が意味するものについて検討したい。同種の堆

積状況を示す炭窯は近隣で多く検出されている(前橋市、粕川村、新里村、笠懸町)。本遺跡の炭窯にお

けるこの堆積状況は床面から確認面に近いレベルまで及んでおり、この確認面に近いレベルで操業され

た形跡が認められない点から、操業のためにこの堆積状況を作出したというよりも操業の結果としてこ

の堆積状況を呈したものと判断したい。

数次の操業及びその際の燃成室床面の上昇としてこの状況を捉えると、一度の操業において生産され

る木炭の量がどの程度であり、木炭窯で生産された木炭の総量がどの程度かが問題となる。

また、床面の上昇によって操業形態に変化が生じたことも想定される。今回炭窯内に残された木炭の

全点にわたって樹種の同定を図ったが、その結果において、クヌギ単一種の製炭材による操業から、ク

ヌギとコナラの複数種の製炭材による操業に変化することがわかった。この結果が意味するものも、操

業形態の変化の反映なのか、当時の植生そのものの反映なのか何れとも判断する材料に欠けるので、今

後の資料の増加・蓄積が望まれる。

まとめ

調査の結果から導きだせる成果としては、次のものがあげられよう。

◎製鉄炉とそれに関わる工人の居住・作業場としての住居杜、製鉄操業に不可欠な木炭の生産遺構であ

る炭窯、以上がセットで確認できた。

◎炭窯及び製鉄炉に残された木炭の樹種同定から製鉄操業に際して炭窯で生産された木炭が使用されて

いたことが自然科学的分析結果からも確認できた。

◎住居社内から製鉄における製品である鉄塊系遺物の出土があり、選別作業を想定できる状況での出土

は、製鉄操業の形態を把握するうえで貴重なものとなった。

また、今後の検討課題として、次のことが考えられる。

◎製鉄炉の形態変遷・年代観については、製鉄炉そのものの性格から伴出する遺物に乏しく、状況証拠
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からの推論となることが多く、今回もセットで出土した住居杜の年代観からの推論となった。また、住

居牡も製鉄操業を意図しての構築・居住という特殊性があり、住居杜自体からの出土遺物も少なく、遺

物の供伴・セット関係において欠けるものが存在することから、今後さらに検討を加える余地がある。

◎製鉄遺構から出土する鉄津の分類方法・分類基準について。

◎炭窯における形態及び燃成室内土層状況の意味するものについて。

◎製炭材としてクヌギ・コナラを選択したのか、当時の植生の反映かの問題について。
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乙西尾引遺跡における製鉄燃料材について

高橋敦・鶴原明（パリノ・サーヴェイ（株）考古学研究室）

はじめに

日本における鉄の渡来は、弥生時代前期まで遡ることができる(窪田、1987)。以来、鉄は武器や農具

等の重要な素材として広く利用され、今日に至っている。群馬県では、石器の出土比率の減少等から、

弥生時代中期後半には鉄器が広く利用されていたことが推定されている(赤山、1990)。製鉄炉や炭窯が

検出された遺跡も、赤城山南麓地域を中心に数多く知られ、古くから鉄生産が行われたことが示唆され
る。これらの遺構からは、製鉄の燃料材と考えられる炭化材がしばしば検出される。今回発掘調査が行

われた乙西尾引遺跡でも、平安時代の製鉄炉や炭窯から大量の炭化材が検出された。これらの炭化材は、

当時の製鉄の実態を知る上で重要である。特に、本遺跡の場合、炭窯と製鉄炉の両遺構が－遺跡内から

検出されており、炭窯と製鉄炉の樹種構成の比較等これまであまり行われてこなかった検討も可能であ
る。そのため、今回の調査では、炭窯及び製鉄炉から検出された炭化材について樹種同定を行い、その

樹種を明らかにし、赤城南麓における製鉄燃料材の基礎資料を得る。

このような調査を行う場合、検出された炭化材の中から保存が良好な試料を選択して樹種同定を行っ

ていることが多い。遺跡から出土する炭化材は、燃焼とその後の埋積を経て残存したものであることか

ら、当時の樹種構成を正確に反映しているとは考えられない。そのため、当時の組成により近い結果を

得るためには、出土した炭化材から試料を選択せず、可能な限り多くの試料について同定することが必
要である。今回の調査においても、各遺構から出土した炭化材について、試料間の接合等を確認した上

で、採取された試料全点について樹種同定を行う。

１．試料

試料は、炭窯、第１～３号製鉄炉、住居杜の各遺構から検出された炭化材で、一括採取された中から、

試料間の接合等を確認しながら、合計3540点の炭化材を抽出した(表１)。なお、一括採取された試料に
は、細かい破片も多量に含まれていたが、接合の確認等が不可能なため、同定試料からは除外した。

２．方法

試料を乾燥させたのち木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面を作製、実体顕
微鏡と走査型電子顕微鏡（無蒸着・反射電子検出型）で観察・同定した。

３．結果

同定結果を表２に示す。3540点の試料からは、コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種、コナラ属コナラ

亜属コナラ節の一種、コナラ亜属の樹皮、エゴノキ属の一種が同定された。各遺構別に同定結果を見る

と、炭窯では上位の１層から28層までは比較的連続してコナラ節が認められ、９層、１０層、１７層～19層

ではコナラ節の占める割合が高い。一方、３１層よりも下部ではコナラ節は１点も認められない。第１号

製鉄炉では、クヌギ節とコナラ節はほぼ同数である。また、トレンチ西壁の作業場と考えられる付近か
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らはエゴノキ属が同定されている。第２号製鉄炉では、総点数そのものが少ないが、クヌギ節が多く、

コナラ節は少ない。第３号製鉄炉では、コナラ節の試料数はクヌギ節のほぼ半分である。

同定された各種類の主な解剖学的特徴や一般的な性質を以下に記す。なお、和名および学名について

は「原色日本植物図鑑木本編Ｉ.Ⅱ」（北村･村田、1971,1979）にしたがい、一般的'性質については

｢木の事典第２巻、第８巻」（平井、1979,1981）も参考にした。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種（Qzzc”ｚｚｓｓ勿呼".Ｌ"i“６６z"""ssect､Ｃｅ"ajSsp.）ブナ科

環孔材で孔圏部は１～３列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら放射状に配列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１～20細胞高のものと複合放射
組織とがある。年輪界は明瞭。

クヌギ節は、コナラ亜属（落葉ナラ類）の中で、果実（いわゆるドングリ）が２年目に熟するグルー

プで、クヌギ（Ｑ"c”zzsac"雄ｓｉ”czCarruthers）とアベマキ（０．zﾉcWtz6"たBlume）の２種がある。ク

ヌギは本州（岩手・山形県以南）・四国・九州に、アベマキは本州（山形･静岡県以西）・四国・九州（北

部）に分布するが、中国地方に多い。クヌギは樹高15ｍになる高木で、材は重硬である。古くから薪炭

材として利用され、人里近くに萌芽林として造林されることも多く、薪炭材としては国産材中第一の重

要材である。このほかに器具･杭材、楕木などの用途が知られる。アベマキはクヌギによく似た高木で、

樹皮のコルク層が発達して厚くなる。材質はクヌギに似るが、さらに重い。用途もクヌギと同様である

が、樹皮が厚いため薪材にはむかず、炭材としてもクヌギ・コナラより劣るとされる。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種（Ｑ"e”"ssubgelLL”が06α几z"zzssect.Ｂ伽"ssp.）ブナ科

環孔材で孔圏部は１～２列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１～20細胞高のものと複合放射
組織とがある。年輪界は明瞭。

コナラ節は、コナラ亜属（落葉ナラ類）の中で、果実（いわゆるドングリ）が１年目に熟するグルー

プで､モンゴリナラ(Ｑ"e７℃zfs醜o1ZgD"czzFischerexTurcz.)とその変種ミズナラ(Ｑ､〃zoｿZ9℃/jcczFischer

exTurcz､var､９７℃sscseγ7zzjizz(BL)RehderetWilson)、コナラ（Ｑｓｇ"mZzMurray)、ナラガシワ（Ｑ・

cz/""αBlume)、カシワ（Ｑ､cﾙ"i/zzitzThunberg）といくつかの変.品種を含む。モンゴリナラは北海道・

本州（丹波地方以北）に、ミズナラ・カシワは北海道･本州・四国・九州に、ナラガシワは本州（岩手・

秋田県以南）・四国･九州に分布する。コナラは樹高20ｍになる高木で、古くから薪炭材として利用され、

植栽されることも多かった。村は重硬で、加工は困難、器具・機械・樽材などの用途が知られ、薪炭材

としてはクヌギ（Qaczz雄ｓｊ”czCarruthers）に次ぐ優良材である。

・エゴノキ属の－種（ShiwzZwspjエゴノキ科

散孔材で、横断面では楕円形、２～４個が複合または単独で、年輪界付近で管径を減ずる。道管は階

段穿孔をもち、段数は５～10。放射組織は異性Ⅱ型、１～３細胞幅、１～20細胞高。年輪界は不明瞭。

エゴノキ属にはエゴノキ（StWzz'MZPo7zjcczSieb・etZucc.)、ハクウンポク（So6czssjizzSieb､etZucc.)、

コハクウンポク（Sshi7zzsczz(ﾉα"czMakino）の３種がある。エゴノキは北海道（渡島）・本州・四国・九

州･琉球に、ハクウンポクは北海道（北見･石狩以南）・本州･四国･九州に、コハクウンポクは本州（栃

木県以南）・四国･九州に分布する落葉高木～低木である。材はやや重硬で割裂しにくく、加工はやや容
易、旋作・器具・薪炭材などに用いられる。
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４．考察

関東地方では、これまで多くの製鉄に関連する遺跡が調査されてきた。その中には、炭窯をともなっ

て製鉄炉が検出されることもあり、製鉄には製炭された木炭が燃料材として使用されていたと考えられ

ている。しかし、これまで自然科学の手法を用いてこのことを実証した例は無かった。今回の樹種同定

結果は、炭窯の31層よりも上位と製鉄炉でよく似た樹種構成が見られ、炭窯で製炭された木炭を製鉄炉

で燃料材として利用していたことが示唆される。炭窯の31層よりも下位では、コナラ節は１点も同定さ

れておらず、製鉄炉の樹種構成とは異なる。このことは、製炭の初期段階ではクヌギ節１種を使用して

いたが、後半ではコナラ節も使用するようになったことを示唆する。その場合、製鉄炉から検出された

木炭は、後半に製炭された木炭であることが推定される。このような背景には、短期間に集中的に製炭

を行った結果、周辺でクヌギ節の入手が困難になり、代用としてコナラ節を使用するようになったとも

考えられる。しかし、これらの炭化材が当時の樹種構成を正確に反映しているとは考えられず、今回見

られた変化を樹種構成の変化として捉えて良いか否かは現時点では判断できない。今後同時期の資料を

さらに蓄積していく必要があろう。

木炭が製鉄の燃料材として使用される背景には、木炭のもつ還元効果があったことが考えられる。岸

本（1984）によると、温度950°Ｃでナラ炭は平均52.5％の反応性がある。石炭が同じ条件で平均6.9％の

反応性であることから見れば、木炭の反応性が如何に高いかがわかる。木炭の還元性は、酸化状態にあ

る砂鉄を還元する際に必要不可欠であり、赤城南麓地域の製鉄の原料が砂鉄であったと考えられている

ことからも、本遺跡では炭窯で製炭したクヌギ節とコナラ節の木炭を製鉄の燃料材として利用していた

と考えられる。

関東地方及び周辺地域では、これまでにいくつかの遺跡で製鉄炉または製鉄に関連する炭窯等から出

土した炭化材の同定が行われている（例えば、千野、１９８３；パリノ･サーヴェイ株式会社、1984,1986,

1990；山内、1979,1985a、1985ｂ；嶋倉、1990等)。それらの結果を見ると、多くの遺跡で今回と同様に

クヌギ節が多い結果が得られている。また、樹種同定は行われていないが、渋川市金井製鉄遺跡から出

土した炭化材も、肉眼鑑定でナラもしくはクヌギとされている(大沢、1975)。このように多くの遺跡で

クヌギ節の炭化材が多く同定されている結果は、製鉄の燃料材としてクヌギ節が広く利用されていたこ

とを示唆する。これは、江戸時代に書かれた「鉄山秘書』の中で、製鉄燃料材としてナラ（槙）の材が

最も適しているとされている（窪田、1987）ことともよく一致し、平安時代にはすでに製鉄燃料材とし

て最も適した木材を選択していたことが示唆される。

今回検出された炭窯は１基のみであるが、その層位をベルト断面で観察すると、木炭の層が何層もあ

る。これらの木炭の層を面的に見ると、炭窯の底部一面に木炭が敷かれたような状態で検出される。こ

れは、床の湿気除去等を目的としていた可能J性があるが、上下に何層も木炭の層が認められることは、

炭を焼く度に炭窯の深さが浅くなっていったことを示唆する。江戸時代のたたら製鉄１回の操業では木

炭約１トンが必要だったとされているが(窪田、1987)、それ以前の製鉄技術では江戸時代以上に木炭を

使用したことが推定される。検出された製鉄炉３基で何回操業されたかは不明であるが、検出された炭

窯１基で製鉄に必要な量の木炭を全て製炭できたかどうかは疑問である。実際に、渋川市金井製鉄遺跡

など周辺地域で炭窯を伴う製鉄炉が検出された遺跡では、炭窯は複数存在する（群馬県渋川市教育委員

会、1975)。そのようなことから、本遺跡においても調査区外に未確認の炭窯があることを推定した。し

かし、その後行われた周辺部の確認調査では炭窯は検出されなかった。この結果から、赤城南麓地域の
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炭窯が検出されている遺跡から本遺跡に木炭が供給されていたことも考えられる。赤城南麓地域では、

これまで炭窯等から炭化材が検出されたことは報告されても､その樹種同定が行われた例は少ないため、

各遺跡の炭化材の樹種構成等については不明な点が多い。今後本地域で炭化材が検出された際には可能

な限り全点同定し、今回の結果と比較検討していく必要があろう。

ところで、今回樹種同定を行った炭化

材の中には、樹皮がついた状態のものも

あった。このことから、木炭は樹皮を剥

さずに製炭したことがうかがえる。また、

樹皮のついた試料で、最も外側の年輪の

形成状況を見ると、春材部の形成が終わ

り、夏材部が形成中もしくは形成後であ

ることがわかる（図１)。このことから、

樹木の伐採が夏から冬にかけて行われた

ことが推定される。木炭の製炭は、樹木

の生長が止まる冬が良いとされ、冬に焼

いた木炭は樹皮が剥がれない（岸本、

1984）とされていることから考えると、

本遺跡でも樹木の伐採および製炭が冬に
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Ｚ 

詞Y;･トビ

||蕊
'零爵

)灘＄ 夏材部

１
１
 

蕊

…
 

H蕊『

春材部
1 

]Ｉ 

－年輪

一前年の夏材部

前年の春材部

行われていた可能性がある。しかし、製
図１木炭（クヌギ節）の最外年輪界の形成状況

鉄まで冬に行っていたか否かは判断でき

ない。

本遺跡に比較的近い荒砥川下流部の二之宮千足遺跡では、花粉化石等の微化石分析から古環境が推定

されている（パリノ･サーヴェイ株式会社、1992)。それによると、基本的に１万年以降コナラ亜属が卓

越する植生であったことが推定されている。また、浅間Ｃ軽石（Ａｓ－Ｃ：荒牧、1968）より上位でコナ

ラ亜属の花粉化石が減少傾向を示し、古墳時代以降の人間の生業活動等により分布域が狭められた可能

性が指摘されている。赤城山南麓地域に認められる炭窯や製鉄炉の燃料材が、今回の結果と同様にコナ

ラ亜属を中心としていれば、本地域で使用されたコナラ亜属の量は膨大であったことが推定され、花粉

分析でコナラ亜属が減少傾向を示す理由の一つとして考えられる。また、樹心から樹皮まで残っている

試料の年輪を数えると、１２～22本の間に納まる。これは、関東地方における雑木林の伐採周期約15～２５

年（犬井、1992）にほぼ一致する数であり、当時周辺に薪炭林として管理・維持された林が存在した可

能性もある。

赤城山や榛名山一帯では、比較的良質の砂鉄が得られ、製鉄の燃料材として適したコナラ亜属の木材

も大量に得ることができたと考えられる。これらのことが、当時本地域に多数の炭窯や製鉄炉が構築さ

れた背景の一つとして考えられる。

５．まとめ

乙西尾引遺跡の炭窯１基と製鉄炉３基から出土した燃料材と考えられる炭化材について、樹種同定を

行った。その結果、炭窯の31層よりも上位と製鉄炉で同様の樹種構成がみられ、炭窯で製炭した木炭を、
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製鉄燃料材として使用したことが示唆される。同定されたクヌギ節とコナラ節は、製鉄燃料材として適

した木材とされ、多くの遺跡から出土報告がある。本遺跡に比較的近い遺跡で行われた花粉分析では、

１万年以降本地域にコナラ亜属が卓越していたことが推定され、このことと本地域で良質の砂鉄が得ら

れることが多数の炭窯や製鉄炉が構築された背景として考えられる。

今回の調査では、大量の炭化材について樹種同定を行い、本地域における製鉄燃料材の樹種構成やそ

の変化を知る上で興味ある結果が得られた。このような調査を行う場合、炭化材の樹種同定は試料を選

択して行われることが多かった。今回の結果は、可能な限り多くの炭化材について樹種同定を行う必要

があることを示している。本地域では、今回のような調査例が少いため、今後さらに情報を蓄積してい

く必要があるが､その際には出土した炭化材について可能な限り多くの試料を同定することが望まれる。

また、これらの製鉄燃料材以外にも、木製品や構築材として出土する木材の樹種についても資料を蓄積

し、本地域における用材選択の傾向やその時代による変化も編んでいくことが必要である。
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付表２樹種同定結果
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１ ２ 計 ２層 ３層 ４層 ５属Ｐ ７層
8層

１ ２ 計 ９層 Ⅲ層 ｕ層 、層
コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属の樹皮

エゴノキ属の一種

広葉樹

197 

６ 

8７ 

207 

3６ 

404 

６ 

１２３ ７２ ６２５ ３１ ６３６ ２１ 
263 

４ 

１０９ １５ ８５ ６１２ ４１５ 
１ 

０２７ 
２ 

７７ 

１ 

１１ 
133 

108 

２ 

６３３ ４４ 
8７ 

１１ 

130 

合計 290 243 533 ９ 5３ 4５ 376 136 ９ 2０ 2９ 3５ 243 9２ 228 

炭窯

ｕ層
15層

１ ２ 計 超層 Ⅳ層 咀層 皿層 皿層 犯層 泌層
25層

１ ２ ３ 計

コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属の樹皮

エゴノキ属の一種

広葉樹

８５ ０４６ ２１ ６３１ ２１ ６７７ ４２ ３２６ 
１ 

２０３ ２１１ ４５３ １ ９４８ ５４９ ３４ １ １１２ ６１４ １３４ 
１ 

１３０ ２１ 
1０ 204 

２ 

9０ 

235 

５ 

１００ 

合計 1３ 4０ 4０ 8０ 2１ 4５ 2２ 201 1７ 114 1８ 3４ 1０ 296 340 

炭窯

26層

１ ２ ３ 計

27層

１ ２ 計

28層

１ ２ 計

31層

１ ２ 計 犯層 詔層
コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属の樹皮

エゴノキ属の一種

広葉樹

００３ ２１１ ８１３ 
１ 

８３６ ６４２ ４１２ ６７ 
１ 

１１４ ２１ ８３ ９４９ ７４２ １１ ４９ 
２ 

６９ ４２ ０８ ７３ 
８ 2９ 

３ 

合計 4３ 2２ 1７ 8２ 2３ 3６ 1１ 2２ 3３ 3３ 7５ 108 ８ 3２ 

炭窯

弱層 髄層
37層

１ ２ ３ 計 銘層 羽層 蛆層
４２ 

層
4３ 

層 層位不明 焚き口 中央部 奥部
コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属の樹皮

エゴノキ属の一種

広葉樹

３１ ３３ ５５ ２６ 
５ 2４ 

２ １４ ２１ ７２ ９２ ７４ 
１ 

８１ ５２ ４５ １３ 
６ 

４５ 
1８ １ 

１１ 
１ 

合計 6４ 1０ 5８ 2６ 3５ 119 2１ 7９ 4９ ６ ９ 1８ １ ２ １ 

炭窯

小

計

第１号製鉄炉

試料１ 試料２ トレンチ西壁 小計
2製鉄炉

一括試料
小

計

第３号製鉄炉

試料１ 試料２ 試料３ 中 小計
住居杜

試料１ 試料２
〈ロ

計

コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属の樹皮

エゴノキ属の一種

広葉樹 ８３０３ ２８１ ０２０ ０９ ２１ ４４ 
１ 

０７３ ２２ 

１ 

３３ ０３ 
１ 

０３ 
１ 

２９ 
３ 

７０ ３１ ３３２ ２１ ５９２ ７１４ ９４ 
１ １ 

６５１ １３０ ■夕■２１ 

合計 ３，３２４ 1８ 5０ １ ６ 1３ 1３ 4１ 4７ 3８ 1６ 142 １ １ 3，５４ 
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なお、報告書執筆にあたり炭窯の層序の整理を行ったため本文の層序と分析にあたっての層序に違いがある。分析に

あたっての層序は、調査時におけるものを使用した。（図２）

,５２１fllfl1l1F10秤)2'５，Ｍ；６
1９ 

図２調査時炭窯層序

`８ 



図版｜炭化材
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''１ 

１
１
 

１
 

１．コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種（炭窯奥部）

２．コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種（炭窯中央部）

3．エゴノキ属の一種（製鉄炉２トレンチ西壁）

ａ：木口，ｂ：柾目，ｃ：板目

200座、：a

20qczm:b,c 
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第Ｉ章発掘調査に至る経緯と調査の経過

西天神遺跡は、平成４年度のほ場整備エ事実施地区内、大字滝窪字西天神地内に所在する。台地東斜

面が東から北へ廻り込んだ地形が、平成３年度に発掘調査を実施し、３基の製鉄炉・１基の炭窯・１軒

の住居社を検出した乙西尾引遺跡に酷似しており、地形的な制約を受ける製鉄遺構の立地条件に合致す

るところから遺跡の存在が予想された。しかし、土木重機の搬入路がなく前年度の試掘・確認調査が実

施できないままエ事実施年度になってしまった。

平成４年度に入り、７月13日からまず人手による遺構の確認を図ったところ､遺構の確認はできなかっ

たものの縄文土器片・鉄津等の出土があり、製鉄遺構存在の可能性が大きくなった。そこで、土木重機

の搬入路の確保を図り重機による笹及び雑木等の除去を実施し、遺物の散布が確認された台地の工事実

施予定地区全面にわたっての確認調査を実施することとした。当地は、ここ数年耕作をしておらず、笹

や雑木が密生しており、その除去に手間取った。

以上の経緯によって遺構の検出があり遺跡としての確認を得た。また、遺跡地は東の低地への盛り土

として切り土が予定されているところからエ事実施区内の遺跡地全面を発掘調査対象として、記録保存

を図ることで前橋土地改良事務所と協議の合意をみた。平成４年９月25日付けで前橋土地改良事務所長

との間に調査委託契約を締結した。

発掘調査は、遺跡の確認及び範囲確認のための試掘調査終了後、引き続いて土木重機により、表土の

除去を実施、作業員の投入による遺構精査を待つのみであった。しかし、平成４年度の工事の実施内容

の都合から平成３年度に遺跡を確認した大字堀越字西一丁田に所在する西一丁田遺跡の発掘調査を優先

して実施することとなり西一丁田遺跡の測量作業の開始をまって、一部の作業を２現場平行しての平成

４年12月３日から開始し、年内中に終了することとなった。

平成４年12月３日、作業員を現地に投入。ジョレンがけにより遺構の平面プランの確認を図り土層確

認用のベルトを設定し精査を開始した。

調査は、Ｉ区の平安時代の住居杜、縄文時代の住居杜、土坑、１１区の土坑と順調に進行したが後半に

入ると、厳寒の中での作業となった。特に南部の日陰では、凍結した土壌が午後になっても解氷せず、

遺構周辺に火を焚いた灯油缶等を並べて強制的に解凍作業を実施しながらの調査となった。

以上の経過で現地での調査は、平成４年12月21日をもって終了した。引き続いて、柴崎遺跡の発掘調

査作業と平行して、遺物洗浄・注記等の基礎整理を平成５年３月25日まで実施した。

土器接合・復元、遺物実測等の整理作業及び報告書の作成作業については、平成５年９月１日より断

続的に実施し、本書の刊行及び出土遺物の整理・保管・記録資料の整理をもって、本遺跡に係わる事業
のすべては完了した。

刀



第II章遺跡の立地と環境

第１節遺跡の位置

本遺跡は、大胡町大字滝窪字西天神624,625,647-1に所在する。

遺跡地は、沖積低地を東に望む南北に長い舌状台地の東に位置し、前橋一四ツ塚線脇の滝窪公民館か

ら沖積低地に沿って約660ｍ北上した台地の東斜面にあたる。本遺跡を載せる洪積台地は､前橋市の畜産

団地方面まで連なる東西に広い台地である。また、東の沖積低地は本遺跡南東約70ｍで寺沢川を谷頭と

する沖積低地とひとつになる。

遺跡の標高は、Ｉ区（南部の調査区）で295.6～298.2ｍ、１１区（北部の調査区）で３０００～301.6ｍを

測り、沖積低地との比高差はＩ区で約４ｍ、Ⅱ区で約２ｍを測る。

なお、エ事実施地区外の西部台地上に、若干の遺物散布がみられるところから、遺跡の中心は調査実

施地区西方の台地鞍部に存在するものと推定する。

また、本遺跡は当町において発掘調査された遺跡としては最北に位置する。

第２節周辺の遺跡

本遺跡の周辺において周知・確認された遺跡は少ないものの、前編で報告した乙西尾引遺跡が南東約

1.3kmに、本年度確認され、調査を実施し縄文時代前期の集落を検出した新屋敷遺跡が南南東約1.8kmに

所在する。また、遺跡地の東方約１kmにあたる宇田ノ上において、旧石器時代の尖頭器・縄文時代早期

の尖底土器の尖底部を表採しており、周辺地において遺跡地は今後確認・周知され増加するものと思わ

れる。

第III章遺跡の概要

第１節調査の方法

調査にあたっては、国家座標Ⅸ系（Ｘ＝49340,Ｙ＝-62500）を基準とする５×５ｍのグリッドを設

定した。グリッド名は、南北方向に100ｍを単位として、南からＡ～Ｃの３区を設定し、さらにこの区画

内を５ｍを単位としてａ～ｔの20区に細分、東西方向は、西から５ｍを単位として１～18の18区を設定

し、南西コーナーの杭をもって呼称した。したがって、グリッド名は(大文字アルファベット）（小文字

アルファベット)－（Ｙ軸上の算用数字)、Ａｈ－５Ｇのように表現した。

また、便宜上、南の調査区をＩ区、北の調査区をⅡ区と呼称した。

調査は、表土除去後ジョレンがけにより遺構)検出・プラン確認を図り、士層確認用のベルトを設定し

各遺構の調査を実施した。

記録図面は、各遺構をＳ＝１：２０を原則とし、細部においてはＳ＝１：１０を適時選択して実測した。

遺構の記録写真は35ｍ白黒フイルムとカラーリバーサルフイルムを用い逐次撮影を実施した。また、

HH２ 
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バルーン（気球）により６×６白黒フイルムとカラーリバーサルフイルムを用い航空写真撮影を全遺構

の完掘後実施した。

遺構名称については、遺構の種別ごとに通し番号を付した。

第２節遺跡の層序

遺跡の層序については、Ｉ区の遺構を確認したテラスと台地鞍部に向って－段高いテラスにかけて遺

構確認面までを確認しているので、それについて若干の説明をする。（第21図参照）

遺構を確認したテラスは台地鞍部との比高差約１０，，－段高いテラスとの比高差約２ｍを図る゜－段

高いテラスから遺構を確認したテラスにかけては傾斜面に二面の耕作地を造成したことが窺える。その

際の造成土はＩ層及びＩ′層でロームブロック･粒子を混入する。Ⅱ層～Ⅵ層の層序は造成前の自然堆積

層である。

Ⅱ層は白色の軽石･榛名一ニツ岳軽石（Hr-FP）を極小量含む暗褐色土層で、均質であるが砂叱に富

みやや土壌化を受けた層である。、層は、Ⅱ層に酷似するが土壌化を受けずやや明るく褐色を呈する砂

質士層で、葉理が発達する。１V層は、１１層IⅡ層に酷似し'1層より明るくⅡI層より暗い褐灰色を呈する砂

質土層である。Ｖ層は黒色を呈する黒ポク土層でⅥ層に漸移的に変化する。Ⅵ層は黒褐色を呈し締まり

の非常に強い層で下位のローム質土に漸移的に変化する。Ⅲ層～1V層にかけては白色の軽石・榛名一ニ

ツ岳軽石（Ｈｒ－ＦＰ）を混入する。確認された遺構はいずれもＶ･Ⅵ層を掘り込んで構築されている。１１

層から1V層の堆積時期は、混入される白色軽石･榛名一ニツ岳軽石（Hr-FP）から６世紀中葉以降と推

定される。

Ｉ区全体では南部でＶ層が確認できるが北部では耕作土の直下がローム土となっており遺構の保存状

態は良くない。

第３節遺跡の概要

本遺跡からは、縄文時代前期黒浜期の竪穴住居社が１軒、土坑（陥し穴）が１基。平安時代の堅住居

杜が３軒、同時代以降と推定される士坑３基が検出された。

7町！







第IV章縄文時代の遺構と遺物

第１節第４号住居牡

遺構（第23図、PL-20）

本住居杜は、Ｉ区の最北部(Ａｋ、Ａ１－１４，１５G)に位置する。確認面は耕作土を除去したローム面で、

Ⅵ層に酷似する黒褐色黒ボク土により覆われていた。

平面形態は、南西隅を後世の耕作により欠くものの南北に長い長方形を呈し、規模は、南北7.0ｍ、東

西2.6ｍを測る。壁は残存状況の良い北西隅で47cmをはかり、ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は確認できな

かった。床面は、台地の傾斜に合わせて南東に緩やかに傾斜するが全体によく締まっている。

ピットは32本確認されており、その配置に明確な規則性がみられないもののＰ２，Ｐ３、Ｐ５、Ｐ７

Ｐ１０、P20、P27、P30に深度等から主柱穴の可能性が窺える。また、壁外からピットが６本確認され

ており、覆土の状況も住居杜覆土と酷似し、同時期である可能性が高いが、住居社に伴うものかは判然

しない。

炉祉は、中央やや北よりで検出され、土器片・石Ⅲ片を埋設する地床炉である。平面形態は、不正形

であった。炉祉及び周辺の焼土の分布は散在的で被熱の程度は低いものの、埋設された土器片には若干

火受けの影響がみられ他の出土土器よりやや脆くなっていた。

本住居杜からの遺物の出土は、全体的に少ない。

本住居杜の構築時期は、出土遺物から縄文時代前期中葉黒浜期に比定できよう。

第６表第４号住居杜ピットー覧表

規模（c､〕 規模（叩）穴底標高
（、）

歓
藷柱穴

番号
輌
灘 平面

形状
穴底標高

（、）
備 考 備 考

長軸 短軸 深度 長11M’ 短軸 深度

楕円 ■■ 
扉 主柱穴？Ｐ１ 1６ 1２ 18 2９７．４３ Ｐ２０ 2７ 2７ 雛 297-11 

楕円 主柱穴？ 楕円Ｐ， Ｐ２１ 醜 鵬 2７ 2９７．３４ 210 1７ 1６ 2９７－３７ 

楕円 主柱穴？ 不定Ｐ３ 3１ 2４ 蹄 2９７．３８ Ｐ” 2１ lU5 川 2９７３２ 

楕円Ｐ４ Ｐ２３ ■■ 

正齢 躯

頂
□ 297ＢＧ 210 19 1２ 2９７－３７ 

楕円 主柱穴？ 楕円Ｐ５ 3０ 邪 2９７．１２ Ｐ２４ 4］ 鰯 1４ 

Ｕ
■
 2９７４０ 

楕円Ｐ６ ■■ 

扉鵬 醜

二
０
▼ 2９７．３６ Ｐ閲1５ 2１ 1９ 

０
Ｖ
 2９７－３５ 

楕円 主柱穴？Ｐ７ ■■ 
印4５ 2４ 砺 2９７２０ Ｐ２６ Fll 2９ ８ 2９７－２７ 

楕円 不定Ｐ８ Ｐ２７ 主柱穴？” 1８ 1１ 2９７３４ 躯 １４ 2７ 2９７－０８ 

楕円 ■■ 

囮Ｐ９ 3２ 2１ 2９７２９ Ｐ２８ 1５ IHO IHO 1１ 2９７－４４ 

主柱穴？ 楕円Ｐ１０ 

町
座 2４ 鯛 1３ 2９７３６ Ｐ鵬 1４ Ⅱ １４ 2９７４１ 

楕円Ｐ１１ ■■ 

臣. 邪 2９７３３ Ｐ３０ 主柱穴？210 l］ 粥 鵬 3２ 2９７－１８ 

楕円 楕円Ｐ１２ 1９ 1５ 2９７，２７ Ｐ３１ 1７ 鵬 2４ ]７ 2９７－３８ 

楕円 楕円Ｐ１３ Ｐ３２ 躯 HＯ 2２ 297-%1２ 1月 1２ 2０ 2９７．３５ 

楕円Ｐ１４ ■■ 

回615 齢 1２ 297-4］ Ｐ雛 2０ 1９ 壁外醜 2９７８４ 

楕円Ｐ１５ 患’ 1３ Ｐ３４ 壁外1腸 1７ ２９７－%粥 BU6 2J２ 2９７．７９ 1４ 

楕円 楕円Ｐ１６ 2９７－２８ Ｐ３５ 壁外210 1６ 蛎 蹄 2１ 1７ 2９７．６９ 

楕円Ｐ１７ 

、
■ Ｐ３６ 壁外1８ 1８ 1６ 2９７３３ 2４ lU5 3６ 2９７．３４ 

楕円Ｐ１Ｒ 2６ １４ 1３ 2９７－３１ Ｐ３７ □■ 
■ 壁外2４ ZIG 齢 2９７１３ 

楕円 Ｐ３８ 詔 壁外Ｐ１９ 3０ 躯 1６ 2９７２６ 2１ 2１ 2７ 2９７１５ 

7９ 

柱穴
番号

平面
形状

規模（c､）

長軸 短軸 深度

穴底標高
(、）
備考

Ｐ１ 楕円 1６ 1３ 1８ 297.43 

Ｐ２ 楕円 ９ ２ 2７ 297.34 主柱穴？

Ｐ３ 楕円 2４ 2９７．３３ 主柱穴

Ｐ４ 楕円 2２ 2９７．３９ 

Ｐ５ 楕円 2８ 2９７．１２ 主柱穴

Ｐ６ 楕円 2２ 297.36 

Ｐ７ 楕円 2４ 2９７．２０ 主柱穴？

Ｐ８ 楕円 1８ 297.34 

Ｐ９ 楕円 2１ 1５ 297 2９ 

Ｐ１０ 円 2３ 1３ 297 3６ 主柱穴？

Ｐ１１ 円 2０ 1１ 297 3３ 

Ｐ１２ 楕円 1５ 1７ 297 2７ 

Ｐ１３ 楕円 2８ 2０ 2２ 297 2２ 

Ｐ1４ 楕円 3５ 2６ 1２ 297.41 

Ｐ１５ 円 1３ 1２ 1７ 2９７．３６ 

Ｐ１６ 楕円 2０ 1６ 2５ 2９７－２８ 

Ｐ１７ 円 1８ 1８ 1６ 297.33 

Ｐ１８ 楕円 2６ 1４ 1３ 297.31 

Ｐ１９ 楕円 3０ 2２ 1６ 297.26 

柱穴
番号

平面
形状

規模（、l）

長軸 短軸 深度

穴底標高
(、）
備考

2０ 円 2７ 2７ 3６ 297.11 主柱穴？

2１ 楕円 2０ 1７ 1６ 297.37 

2２ 不定 2１ 1５ 2０ 297.32 

2３ 円 2０ 1９ 1２ 297.37 

2４ 楕円 2２ 1４ 297.40 

2５ 円 2１ 1９ 297.35 

2６ 円 3１ 2９ ８ 297.27 

2７ 不定 3２ 1４ 2７ 297.08 主柱穴？

2８ 円 1０ 1０ 1１ 297 4４ 

Ｐ２９ 楕円 1４ 1０ 1４ 297 4１ 

Ｐ３０ 楕円 3３ 2９ 3２ 297 1８ 主柱穴？

Ｐ３１ 楕円 2９ 2４ 1７ 297 3８ 

Ｐ３２ 楕円 1５ 1２ 2０ 297 3５ 

Ｐ３３ 円 2０ 1９ 2２ 297 8４ 壁外

Ｐ３４ 楕円 2６ 2２ 1４ ２９７ 7９ 壁外

Ｐ３５ 楕円 2６ 2１ 1７ 297 6９ 壁外

Ｐ3６ 楕円 2４ 1５ 3６ 297 3４ 壁外

Ｐ3７ 円 2４ 2３ 3６ 297 1３ 壁外

Ｐ３８ 円 2１ 2１ 2７ 297 1５ 壁外
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出土遺物・土器（第24図、PL-26）

本住居牡からの出土遺物は少ないものの、縄文時代前期黒浜期の良好な資料の出土をみた。

第７表第４号住居吐出土遺物・土器観察表

胎土
焼成

法趣
（c､） 

整理用
番号

挿図番号
図版番号

器形・成形・整形・文様の特徴・備考色認遺存》伏態器種取り上げ番号

直立気味にやや内傾しながら口縁へむかって
開く体部。地文：羽状IMU文単節ＲＬ、ＬＲ

褐色～暗
褐色

繊維

良好
深鉢 口縁～胴部

1/３ 

口
高4Ｈ１ １ 2５－１ 

ＰＬ－ＨＩ６ 

底部から大きく外反しながら胴部上方で最大
径を測り、内湾しながらロ縁部へ窄まる。ロ
縁部には、隆帯を口唇部に平行させて貼りつ
けこの隆帯の上・下部に列点を押し引き気味
に並走させる。隆帯をボタン状に縦位に貼り
つける。地文：単節ＲＬに単節ＬＲ２本を付
加条とする。

鈍い黄褐

色～暗褐
色

底１０．４ 繊維

良好

口縁～底部深鉢騒土4Ｈｚ 2５－２ 

ＰＬ－ＨＩ６ 

上げ底の底部から寸胴気味に休部へ立ち上が
り胴部上部で開き、ロ縁部へは一度内湾した
のちくの字に屈曲し大きく開く。地文：羽状
縄文単節ＲＬ、ＬＲ

鈍い黄褐

色～暗褐
色

繊維
良好

口縁～底部
破片

底8.6深鉢麗土4Ｈ４ ２５－門

ＰＬ－２６ 

上げ底の底部｡休部との境はくの字に屈曲し、
休部へ大きく開く。

赤褐色
～黒褐色

繊維
良好

高
底深鉢 底部覆土4Ｈ３ 2５－４ 

火受けの影響で脆い.地文は羽状を呈する無
節の縄文。

鈍い榿色
～暗褐色

繊維
良

深鉢 破片炉社埋設土器4Ｈ５ 2５－５ 

ＰＬ－２６ 

地文：羽状縄文単節ＲＬ、ＬＲ鈍い黄褐

色～暗褐
色

繊維
良好

破片深鉢職土4Ｈ１８ 2５－６ 

ＰＬ－２６ 

第８表第４号住居吐出土遺物・石器観察表

正刈
（９） 

整理用
番号

挿図番号
図版番号

考儲石質幅 厚遺存状態 長さ器種取り上げ番号

凹基錘茎。デイサイト先端部欠 1.F 1７ 0４ 覆土 石鐡 ２－７ 4Ｈ６ 2６－７ 

ＰＬ－２７ 

繊密質安山岩2０４ 完形 5-7 １１ 石匙 ＩＬＣ 覆土4Ｈ７ 2６－８ 

ＰＬ－２７ 

繊密質安山岩2１．０ 完形 7-1 1-0 麗土 ３－W スクレ4Ｈ１５ 2６－９ 

－'＜－ PＬ－２７ 

デイサイト完形 ３円 0-片 ７．５ 覆土 ３６ スクレ4Ｈ１７ ２６－IHO 

－ノャーPＬ－２７ 

織密質安山岩完形 1-1 2８．０ 3３ 7Ｊ 覆土 スクレ4Ｈ１６ 2６－１１ 

－パーＰＬ－２７ 

繊密質安山岩44.6 完形 9-5 １．１ 紐土 ３１ スクレ4Ｈ１４ 2６－１２ 

－ノモーＰＬ－２７ 

凹面２面。倣打面有DＣ輝石安山岩完形 4.2 472 凹石 9」 8-6 覆土4Ｈ９ 26-13 

PＬ－２７ 

凹面２面。獅石安山岩3-6 404 2/３ 8-3 ８６ 斑土 凹石4Ｈｌｌ 2６－１４ 

Ｐｍ－２７ 

凹面２面。火受け。輝石安山岩完形 4.8 $脂Hｉ凹石 ８－９ 7-1 覆土4Ｈ１２ 2６－１５ 

Ｐ［－２７ 

輝石安山岩完形 2941 磨石 9.4 7-4 3-0 覆土4Ｈ８ 2６－１６ 

ＰＬ－２７ 

輝石安山岩677 116 7－６ 5-4 覆土 磨石 2/３ 4Ｈ１Ｃ 2６－１７ 

ＰＬ－２７ 

輝石安山岩 多孔面１面。1/４ 1７．７ ５.開 1.016 炉埋設 １０門石Ⅲ4Ｈ１３ 2６－１８ 

ＰＬ－２７ 

8３ 

挿図番号
図版番号

整理用

番号
取り上げ番号 器種 遣存状態

法量
(c､） 

胎土
焼成

色調 器形・成形・整形・文様の特徴・備考

|鵠，
4Ｈ１ 深鉢 口縁～胴部

1/３ 口高
繊維
良好

褐色～晴
褐色

直立気味にやや内傾しながら口縁へむかって
開く体部。地文：羽状IMU文単節ＲＬ、ＬＲ

2５－２ 

ＰＬ－２６ 

4Ｈ２ 覆土 深鉢 口縁～底部 底１０．４ 繊維
良好

鈍い黄褐

色～暗褐
色

底部から大きく外反しながら胴部上方で最大
径を測り、内湾しながらロ縁部へ窄まる。ロ
縁部には、隆帯を口唇部に平行させて貼りつ
けこの隆帯の上・下部に列点を押し引き気味
に並走させる。隆帯をボタン状に縦位に貼り
つける。地文：単節ＲＬに単節ＬＲ２本を付
加条とする。

2５－３ 

ＰＬ－２６ 

4Ｈ４ 覆土 深鉢 口縁～底部

破片

底8.6 繊維

良好

鈍い黄褐

色～暗褐

色

上げ底の底部から寸胴気味に休部へ立ち上が
り胴部上部で開き、ロ縁部へは一度内湾した
のちくの字に屈曲し大きく開く。地文：羽状
縄文単節ＲＬ、ＬＲ

2５－４ 4Ｈ３ 覆土 深鉢 底部

高底 |灘
赤褐色

～黒褐色

上げ底の底部｡休部との境はくの字に屈曲し、

体部へ大きく開く。

2５－５ 

PＬ－２６ 

4Ｈ５ 炉社埋設土器 深鉢 破片 繊維

良 色

火受けの影響で脆い。地文は羽状を呈する無
節の縄文。

2５－６ 

PL-26 

4Ｈ１８ 覆土 深鉢 破片 繊維

良好

鈍い黄褐

色～暗褐

色

地文：羽状縄文単節ＲＬ、ＬＲ

挿図番号
図版番号

整理用
番号

取り上げ番号 器種 逝存状態 長さ 幅 厚
正斌

(９） 
石質 備考

2６－７ 

PＬ－２７ 

4Ｈ６ 覆土 石繊 先端部欠 2.7 1.7 0.4 1.5 デイサイト 凹基無鑿。

2６－８ 

ＰＬ－２７ 

4Ｈ 覆土 石匙 完形 4.0 5.7 1.1 20.4 繊密質安山岩

2６－９ 

PＬ－２７ 

4Ｈ１ 覆土 スクレ

ーノマー

完形 ３．９ 7.1 1.0 21.0 繊密質安山岩

26-10 

PＬ－２７ 

4Ｈ１７ 覆土 スクレ

ーノ《_

完形 ３．６ ３，３ 0.5 ７．５ デイサイト

26-11 

PＬ－２７ 

4Ｈ１６ 覆土 スクレ

ーノf－

完形 3.3 ７．１ １．１ 28.0 織密質安山岩

26-12 

ＰＬ－２７ 

4Ｈ１４ 掻土 スクレ

ーパー

完形 3.1 ９．５ 1.1 4４．６ 織密質安山岩

26-13 

PＬ－２７ 

4Ｈ９ 覆土 凹石 完形 9.1 8.6 4.2 172 輝石安山岩 凹面２面。倣打面有り。

26-14 

ＰＬ－２７ 

4Ｈ１１ 覆土 凹石 2/３ 8.3 8.6 ３．６ 404 脳H石安山岩 凹面２面。

26-15 

ＰＬ－２７ 

4Ｈ１２ 覆土 凹石 完形 8.9 7.1 4.8 353 輝石安山岩 凹面２面。火受け。

26-］ 

ＰＬ－ 

4Ｈ８ 覆土 磨石 完形 ９．４ 7.4 3.0 294 16K石安山岩

26-： 

PＬ－ 

4Ｈ１０ 覆土 磨石 2/３ 1１．６ ７．６ 5.4 677 輝石安山岩

26-18 

ＰＬ－２７ 

4Ｈ１３ 炉埋設 石皿 1/４ 1０．３ 17.7 5.5 1,016 輝石安山岩 多孔面１面。



出土遺物・石器（第25図、PL-27）

本住居杜からの出土遺物・石器は非常に少ない。

７は、石鍍で、南東部の覆土中から出土している。

８は、石匙で、横型である。９～12は、スクレーパー、１３～17は、凹石・磨石である。

１８は、炉に埋設されていた石皿の破片である。

第２節第１号士坑

遺構（第26図、ＰＬ－１９）

本土坑は、Ｉ区の中央やや南東より（A9-16,17G）に位置する。平安時代の住居杜(第３号住居杜）

と重複するが、遺構の深度が深いのでその全容が調査できた。確認面は耕作土を除去したローム面であ

る。覆土は、第４号土坑の覆土同様、Ⅵ層に酷似する黒褐色の黒ポク土で、ロームの小ブロック・粒子
を少量混入する。

平面形態は、東西に長い長楕円形を呈し、主軸方向はＮ－５４ｏ－Ｅ･上面の規模は2.78ｍ×0.52ｍ、底

面は2.80ｍ×0.15ｍを測る。壁は長軸両端部でオーバーハングし、深度は0.80～1.24ｍを測る。

傾斜面と主軸方向のなす角度は約40゜を測る。

本土坑からの遺物の出土はなかった。

本土坑は、その形態から陥し穴と推定する。また、周辺から他の陥し穴は検出されず、本土坑が単独
で存在する。

／
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ノ
ー
ー
ー
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、
一

（｜、ＬＸ
～
ノ

、
〆

ＡＬ＝２９６．６ 
Ａ」

０ 
－￣－－ 

1ｍ 

第26図第１号土坑

Ｒ‘ 



第３節遺構外出土遺物

前期諸磯期の土器片３点、凹

平安時代の遺構覆土中出土の

本遺跡からの縄文時代の遺構外出土遺物は、前期黒浜期の土器片34点、前期諸磯期の土器片３汎

石１点、多孔石１点と非常に少ない。なお、ここで遺構外とした遺物は、平安時代の遺構覆土中上

当該期遺物も含んでいる。

以上の遺物のうち、黒浜期の土器７点、諸磯期の土器１点、凹石１点、多孔石１点を図示した。

“
『 識慰繍２ 

４ 

］ 

曇〃鼠薇 ８ 
７ 

【
●

亡二つ
日

ロ

２０ｍ 1１ 
Dnl 

第27図遺構外出土縄文時代遺物

8５ 



第９表遺構外出土縄文時代遺物観察表

挿図番号
図版:番号

整理用
番号

法量
（c､） 

胎土
焼成

取り上げ番号 器種 遺存状態 色調 器形・成形・整形・文様の特徴・備考

2８－１ Ｓ２．８ 3Ｈ覆土 深鉢 口縁部破片 繊維

良
酸化焔

鈍い黄褐

色～暗褐
色

平口縁。地文：無節Ｌ・
黒浜式。PＬ－２７ 

2８－２ Ｓ２．４ 3Ｈ貯蔵穴覆
十

深鉢 ロ縁部破片 繊維
良・酸化焔

鈍い黄褐
色

平口縁。地文：無節Ｌ・
黒浜式、ＰＬ－２７ 

2８－３ Ｓ２．７ I区表土 深鉢 ロ縁部破片 繊維

良好

酸化焔

鈍い黄褐

色～鈍い

燈色

平口縁。地文：単節RLC
黒浜式。PＬ－２７ 

2８－４ Ｓ２．１０ 表土 深鉢 口縁部破片 繊維
良・酸化焔

鈍い褐色

ＰＬ－２７ 

I区表土２８－日 Ｓ２．８ 深鉢 ロ縁部破片 繊維

良好
酸化焔

褐色～黒
褐色PＬ－２７ 

3Ｈ覆土2８－６ Ｓ２．月 深鉢 破片 繊維

良好
酸化焔

褐色～暗
褐色

地文：結束縄文ＬＲ、ＬＲ
黒浜式。ＰＬ－２７ 

2８－７ Ｓ２．９ 表土 深鉢 ロ縁部破片 繊維

良好

酸化焔

鈍い黄褐

色～暗褐
色

平口縁。櫛歯状条線文を横位に施文し櫛歯状
列点文を口唇部よりで縦位に、下位で横位に
施文する。黒浜式。

ＰＬ－２７ 

3Ｈ覆土2８－８ Ｓ２．６ 深鉢 破片 粗砂

良好
酸化焔

褐色～黒
褐色

地文：単節ＬＲ

浮線文。
諸磯ｂ式。

ＰＬ－２７ 

挿図番号
図版番号

整理用
番号

重量

（９） 
取り上げ番号 器種 避存状態 長さ 幅 厚 石質 備 考

I区表土2８－９ Ｓ２．１ 完形凹石 9.9 輝石安山岩7.1 3.1 6KＦ 凹面２面。

PＬ－２７ 

Ｓ２．２ 2号土坑覆土 多孔石 完形2８－１０ ２０.Ｃ 輝石安山岩1３１ 9-9 2.827 多孔面１面。

ＰＬ－２７ 

8５ 

挿図番号
図版番号

整理用
番号

取り上げ番号 器種 遺存状態
法量
(c､） 

胎土
焼成

色調 器形・成形・整形・文様の特徴・備考

|鯛
Ｓ２．３ 3Ｈ覆土 深鉢 ロ縁部破片 繊維

良

酸化焔

鈍い黄褐
色～暗褐
色

平口縁。地文：無節Ｌ。

黒浜式。

|盆
Ｓ２．４ 3Ｈ貯蔵穴覆

土
深鉢 口縁部破片 繊維

良・酸化焔
鈍い黄褐
色

平口縁。地文：無節Ｌ･
黒浜式。

28-

ＰＬ－ 

Ｓ２．７ I区表土 深鉢 ロ縁部破片 繊維
良好

酸化焔

鈍い黄褐

色～鈍い

燈色

平口縁。地文：単節ＲＬ。
黒浜式。

28-

ＰＬ－ 

Ｓ２．１０ 表土 深鉢 ロ縁部破片 繊維
良． 酸化焔

鈍い褐色 平口縁。

黒浜式。
地文：無節Ｌ。

2８－５ 

PＬ－２７ 

Ｓ２．８ I区表土 深鉢 ﾛ縁部破片 繊維
良好

酸化焔

褐色～黒

褐色
平口縁。地文：』|i節ＲＬ。
黒浜式。

2８－６ 

PＬ－２７ 

Ｓ２．５ 3Ｈ覆土 深鉢 破片 繊維
良好

酸化焔

褐色～l清

褐色

地文：結束縄文ＬＲ、ＬＲ

黒浜式。

2８－７ 

ＰＬ－２７ 

Ｓ２．９ 表土 深鉢 口縁部破片 繊維
良好

酸化焔

鈍い黄褐

色～暗褐

色

平口縁。櫛歯状条線文を横位に施文し櫛歯状
列点文を口唇部よりで縦位に、下位で横位に
施文する。黒浜式。

2８－８ 

ＰＬ－２７ 

Ｓ２．６ 3Ｈ覆土 深鉢 破片 粗砂

良好

酸化焔

褐色～黒

褐色
地文：単節ＬＲ
浮線文。
諸磯ｂ式。

挿図番号
図版番号

整理用
番号

取り上げ番号 器種 逝存状態 長さ 幅 厚
重量

(９） 
石質 備考

2８－９ 

PＬ－２７ 

Ｓ２．１ I区表土 凹石 完形 9.9 ７．１ 3.1 335 輝石安山岩 凹面２面。

2８－１０ 

ＰＬ－２７ 

Ｓ２．２ 2号土坑覆土 多孔石 完形 20.0 １３．１ 9.9 2,827 輝石安山岩 多孔面１面。



第Ｖ章平安時代の遺構と遺物

第１節第１号住居牡

遺構（第28図、PL-21）

本住居杜は、Ｉ区(Ａｄ、Ae-16G)、標高296.4ｍに位置する。確認面は耕作土を除去した黒褐色土層

（Ⅵ層）で、榛名一ニツ岳軽石（Hr-FP）を混入する黒褐色土に覆われていた。

平面形態は、南北に長い隅丸の長方形を呈する。規模は、南北3.5ｍ、東西2.7ｍを測る。壁はほぼ垂

直に立ち上がり、壁高12～46cmを測る。壁溝は確認できなかった。床面は、北部と南部で約15cmの段差

が認められるが、段差以外はほぼ平坦である。明確な堅繊面は確認できなかった。ピット・貯蔵穴は確

認できなかった。

竈は東壁の中央やや南寄りに付設される。袖はなく、煙道部も確認できなかった。燃焼部は間口70ｃｍ

奥行70cmで壁の外側に張りだすが床面と同レベルで掘り込みは認められなかった。全体的に被熱の程度

は低く、燃焼部左側で焼土が確認できる程度であった。

本住居壮からの遺物の出土は少なく、中央西壁よりから逆位で土師器・甕（１）が出土しているほか

は覆土中からの出土であった。また、南西隅から14×19cmの礫が出土しているほか、鋭鬼系遺物239の

出土があった。

本住居杜の構築時期は出土遺物から９世紀の中葉に比定できよう。

出土遺物（第28図、ＰＬ－２８）

１．２は、土師器・護で、１は底部を欠損し、口頚部は緩やかな．の字状を呈する。２は、土師器・

甕で口縁部から胴部上半部の大型破片で口頚部は緩やかなの<の字状を呈する。

３は、須恵器・高台付き椀である。４は、須恵器・喪の破片でやや酸化焔焼成気味で鈍い榿色を呈し

やや軟質である。５は、映状の土製品である。

第10表第１号住居吐出士遺物観察表

法極
（cnl） 

胎土
焼成

挿図番号
図版番号

整理用
番号

取り上げ審号 遺存状態 色誰 器形・成形・整形・文様の特徴・備考器種

土師器
饗

胴部下半
～底部欠

細砂

良好
酸化焔

鈍い掻色

～暗褐色

ロ頚部は、．の字状を呈する。胴部は、上位

に最大径をもち、底部に向かい緩やかにすぼ
まる。口縁部内外面ヨコナデ。胴部外面ケズ
リ。胴部内面へラナデ

2８－１ 1Ｈ２ 口１９．０

頚１７．２

胴２０．６
高<20.9〉

1 

Ｐｍ－２Ｒ 

細砂

良好

酸化焔

茶褐色
～暗褐色

覆土、寵薮士 土師器

甕

ロ縁部～胴

部上半破片

口（17.9）

頚（16.6）

高く10.3＞

口縁部は、外傾する。頚部で短くコの字状を

呈し、胴部へ緩やかに膨らむ。口頚部内外面
ヨコナデ.胴部外面ケズリ。胴部内面へラナ
デ。

ｌＨ３ 2８－２ 

Ｐｍ－２８ 

鮴》縢溌
灰色 底部回転糸切り離し後高台貼りつけ｡体部は、

底部より緩やかに内湾する。

ｌＨ１１覆土 須恵器
碗

1/２ 28-用

ＰＬ－２８ 

覆土 須恵器

瓢

頚部～胴部

上半破片

細砂・小礫

良.やや軟

質・還元焔

鈍い樋色 外面平行タタキメ・内面無調整亡2８－４ 1114 

ＰＬ－２８ 

鈍い褐色
～暗褐色

外面に針状工具で細かく刺突。環状
土製品

1/２ 細砂

良好

酸化焔

藩Ｅｉ目lＨ５ 2８－１５ 

ＰＬ－２８ 

８７ 

挿図番号
図版番号

整理用
番号

取り上げ番号 器種 遺存状態
法鼠

(cn1） 
胎土
焼成

色調 器形・成形・整形・文様の特徴・備考

2８－１ 

PＬ－２８ 

1Ｈ２ 土師器

饗

胴部下半

～底部欠

口１９．０

頚１７．２

胴２０．６

高く2ｑ９＞

細砂

良好

酸化焔

鈍い掻色

～暗褐色

ロ頚部は、．の字状を呈する。胴部は、上位

に最大径をもち、底部に向かい緩やかにすぼ
まる。口縁部内外面ヨコナデ。胴部外面ケズ
ﾘ。胴部内面へラナデ

2８－２ 

ＰＬ－２８ 

lＨ３ 覆土、寵鞍土 土師器

甕

ロ縁部～胴

部上半破片

口（17.9）

頚（16.6）

高く10.3＞

細砂
良好

酸化焔

茶褐色

～暗褐色

口縁部は、外傾する。頚部で短くコの字状を

呈し、胴部へ緩やかに膨らむ。口頚部内外面
ヨコナデ.胴部外面ケズリ。胴部内面へラナ

デ。

2８－３ 

PＬ－２８ 

1Ｈ１ 覆土 須恵器

碗

1/２ 台８．１

高く4.0＞

細砂、良好
やや軟質・
還元焔

灰色 底部回転糸切り離し後高台貼りつけ｡体部は、
底部より緩やかに内湾する。

2８－４ 

ＰＬ－２８ 

1Ｈ４ 覆土 須恵器

瓢

頚部～胴部

上半破片

細砂・小礫

良.やや軟

質・還元焔

鈍い撞色 外面平行タタキメ・内面無調整。

2８－５ 

PＬ－２８ 

lＨ５ 覆土 藻状
土製品

1/２ 細砂

良好

酸化焔

鈍い褐色
～暗褐色

外面に針状工具で細かく刺突。
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第２節第２号住居杜

遺構（第29図、ＰＬ－２２）

本住居杜は、Ｉ区(Ad、Ae-16G)、標高296.8ｍに位置する。確認面は、耕作士を除去した黒褐色土

層（Ⅵ層）で、第１号住居杜同様、榛名一ニツ岳軽石（Ｈｒ－ＦＰ）を混入する黒褐色土に覆われていた。

平面形態は、南北に長い隅丸の長方形を呈する。規模は、南北4.0ｍ、東西３２ｍを測る。北東隅が外

に張りだすが、士層断面の確認からは竈であった形跡は窺えなかった。壁は、ほ|睡直に立ち上がり壁

高20～31cmを測る。壁溝は東壁の一部から北壁・西壁と巡り南壁中央部まで確認でき、幅13～30cm、深

度1～4cmを測る。断面形状は、緩やかなＵ字状を呈する。床面は、ほぼ平坦であり、堅繊面を広範囲で

確認できた。ピットは北西隅に２本確認できた。貯蔵穴は確認できなかった。

竈は東壁の中央南寄りに付設される。袖はなく、煙道部も確認できなかった。燃焼部は直径80cmの円

形を呈し壁の外側に張りだす。被熱の程度は低く、燃焼部左側で焼土が確認できる程度であった。

本住居杜からの遺物の出土は少なく、竈・燃焼部右前方壁よりから逆位で須恵器・坏が出土している

ほかは覆土中からの出土であった。

本住居杜の構築時期は出土遺物から９世紀の後葉に比定できよう。

出土遺物（第29図、ＰＬ－２８）

１～３は須恵器・坏、碗で底部の整形に違いが認められる。１は回転糸切り離し後無調整、２．３は

回転糸切り離し後、高台を貼りつけている。

４は土師器・甕の口頚部破片で．の字状を呈する。５．６は土師器・台付き甕の脚部でほぼ同じ意匠

をもつ。７は須恵器・甕の胴部破片。

第12表第２号住居吐出十遺物観察表

挿図番号
図版番号

整理用
番号

法量
（c､） 

胎土
焼成

取り上げ番号 器種 遺存状態 色調 器形・成形・整形・文様の特徴・備考

須恵器

坏

ほぼ完形2９－１ 2Ｈ１ 中粒砂、良

好．やや軟
質・酸化焔

灰褐色Ｉ ロ１４．４

底６．２
高３．８

体部は底部から外傾し、口唇部で反る。底部

回転糸切り離し後無調整。全体的に歪んでい
る。

PＬ－２８ 

覆土2９－２ 須恵器

碗

(1４ 

６ 

５ 

、
ｊ

ｏ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
ｎ
Ｕ
 

細砂

良好・硬質
還元焔

灰色2Ｈ２ 2/３ 体部は緩やかに外反。底部回転糸切り離し後
高台貼りつけ。

ロ
｛
隆
一
局

PＬ－２８ 

覆土 須恵器
碗

底部 底５．８

高く1.2〉

2９－３ 2Ｈ２ 細砂・小繰

良好。硬質
還元焔

灰色 底部回転糸切り離し後高台貼りつけが認めら
れるが、高台部剥がれ欠損。ＰＬ－２８ 

覆土 土師器
頚

口縁部～頚

部破片

Ｊ
１
ｊ
 

０
４
３
 

●
●
●
 

９
７
５
 

１
１
 

ｌ
ｌ
く

口
頚
高

細砂

良好
酸化焔

2９－４ 2Ｈ４ 茶褐色 ﾛ縁部は．の字状を呈する。ロ頚部内外面ヨ
コナデ。胴部外面ケズリ。胴部内面ナデPＬ－２８ 

竃覆土 土師器
脚部

破片2９－５ 2Ｈ５ 細砂

良好
酸化焔

鈍い燈色

～暗褐色
接合部から大きく外反し､端部でさらに反る。
内外面調整はヨコナデ。ＰＬ－２８ 

覆土 土師器

脚部

破片2９－６ 2F、 細砂

良好
酸化姥

暗褐色 接合部から大きく外反し､端部でさらに反る。
内外面調整はヨコナデ向ＰＬ－２Ｒ 

覆土 須恵器

甕

胴部破片 にiｺ粒砂・礫

良好・硬質
還元焔

2９－７ 2117 暗灰色 外面はナデ及びケズリが、内面はナデが認め
られる。ＰＬ－２８ 

8９ 

挿図番号
図版番号

整理用
番号

取り上げ番号 器種 遺存状態
法丘
(c､） 

胎土
焼成

色調 器形・成形・整形・文様の特徴・備考

2９－１ 

ＰＬ－２８ 

2Ｈ１ 須恵器

坏

ほぼ完形 ロ１４．４

底６．２

高３．８

中粒砂、良

好．やや軟
質・酸化焔

灰褐色 体部は底部から外傾し、口唇部で反る。底部
回転糸切り離し後無調整。全体的に歪んでい
る゜

2９－２ 

ＰＬ－２８ 

2Ｈ２ 覆土 須恵器

碗

2/３ ロ（14.8）

底６．６

高５．０

細砂

良好・硬質

還元焔

灰色 体部は緩やかに外反。底部回転糸切り離し後
高台貼りつけ。

2９－３ 

ＰＬ－２８ 

2Ｈ３ 覆土 須恵器

碗

底部 底５．８

高く1.2＞

細砂・小礫

良好。硬質

還元焔

灰色 底部回転糸切り離し後高台貼りつけが認めら

れるが、高台部剥がれ欠損。

2９－４ 

ＰＬ－２８ 

2Ｈ４ 覆土 土師器

蕊

ロ縁部～頚

部破片

口（19.0）

頚（17.4）

高く5.3＞

細砂

良好

酸化焔

茶褐色 ロ縁部は．の字状を呈する。ロ頚部内外面ヨ
コナデ。胴部外面ケズリ。胴部内面ナデ

2９－５ 

PＬ－２８ 

2Ｈ５ 寵覆土 土師器
脚部

破片 細砂

良好
酸化焔

鈍い燈色

～暗褐色
接合部から大きく外反し､端部でさらに反る。
内外面調整はヨコナデ。

2９－６ 

ＰＬ－２８ 

2Ｈ６ 覆土 土師器

脚部

破片 細砂
良好

酸化焔

暗褐色 接合部から大きく外反し､端部でさらに反る。
内外面調整はヨコナデ。

2９－７ 

ＰＬ－２８ 

2Ｈ７ 覆土 須恵器

甕

胴部破片 にiｺ粒

良好

還元焔

暗灰色 外面はナデ及びケズリが、内面はナデが認め
られる゜



廷’＜’ 

第２号住居趾土層説朋

1層黒褐色土層粘性有。締まり有。白色

軽石混入。

2層暗褐色土層粘性弱。締まり有。焼土

粒子、焼成灰混入。

3層暗褐色土層粘性弱。締まり強。焼土
粒子、炭化物粒子混入。

4層暗褐色土層粘性無。締まり有。白色

軽石、焼土粒子混入。３層よりやや暗
く、砂質でざらざらしている。

5層灰褐色土層粘性無。締まり有。焼土
粒子、焼成灰多量混入。

6層赤褐色土層粘性有。締まり強。焼土

ブロック・粒子多量混入。

7層暗灰褐色土層粘性やや有。締まり強。
焼土粒子、焼成灰多量混入。
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第３節第３号住居杜

遺構（第30図、ＰＬ－２３）

本住居杜は、Ｉ区(Ａｄ、Ａｅ－１６Ｇ)、標高296.0ｍに位置する。確認面は、耕作土を除去したローム土

面で、やはり第１号住居社及び第２号住居杜と同様榛名一ニツ岳軽石(Ｈｒ－ＦＰ)を混入する黒褐色土で

覆われていた。また、本住居社は、後世の造成により覆土の大半を失っており、今回調査した３軒の住

居社の内最も保存状況は悪かった。

平面形態は、南北に長く南壁で広がるやや歪な隅丸の台形を呈する。規模は、南北3.8ｍ、東西2.5ｍ

（北壁)及び3.0ｍ(南壁)を測る。壁は､やや緩やかにに立ち上がり、保存状況の良好な西壁で壁高41～６７

cmを測る。壁溝は竈左から一部で途切れるものの北壁・西壁と巡り南壁中央部まで確認でき、幅17～４３

cm、深度２～11cmを測る。断面形状は緩やかなＵ字状を呈する。床面は、ほぼ平坦であり、堅繊面を竈

前方で確認できた。ピットは確認できなかった。貯蔵穴は竈の右側・住居南東隅に付設され、長軸径６８

cm、短軸径53cmの楕円形を呈し、床面からの深度26cmを測る。

竈は東壁の中央南寄りに付設される。袖はなく、煙道部も確認できなかった。燃焼部は直径70cmの円

形を呈し、壁の外側に張りだす。全体的に被熱の程度は低く燃焼部の左右両側で焼土化が認められる程

度であった。

本住居杜からの遺物の出土は少なく、住居北西隅よりで土師器・甕の口頚部破片が出土したほかは覆

土中からの出土で実測資料とならない破片資料がそのほとんどであった。また、第１号住居杜同様南西

隅からl2x19cmの礫が出土しており、鉄塊系遺物399の出土があった。

本住居杜の構築時期は、出土遺物が少ないが出土遺物１からは９世紀の後葉に比定できよう。

出土遺物（第30図、ＰＬ－２９）

本住居牡からの遺物の出土は少ない。

１は、土師器・甕の口縁部から胴部上半部にかけての破片で、口縁部は．の字状を呈する。

２～４は、同一固体のものと思われる須恵器・甕の破片資料である。

第13表第３号住居趾出土遺物観察表

挿図番号
図版番号

整理用
番号

法量
（c､） 

胎土
焼成

取り上げ番号 器種 遣存状態 色調 器形・成形・整形・文様の特徴・備考

3Ｈ１ 土師器

蕊

口縁部～胴

部上半破片

口（20.0）

頚（19.0）

高く10.9〉

細砂

良好
酸化焔

３０－］ ］ 鈍い燈色

～茶褐色
ﾛ縁部は．の字状を呈する。ロ頚部内外面ヨ
コナデ。胴部外面ケズリ。胴部内面ナデＰＬ－２９ 

覆土 須恵器

甕

胴部破片3０－２ 3Ｈ２ 細砂・小礫

良．やや軟
質・還元焔

灰色～暗
褐色

３個体とも同一個体のものと思われる。外面
平行タタキメ。ＰＬ－２９ 

覆土3０－３ ＦＩＦ、

ＰＬ－２９ 

覆土3０－４ 3Ｈ４ 

ＰＬ－２Ｇ 

9７ 

挿図番号
図版番号

整理用
番号

取り上げ番号 器種 遣存状態
法量

(c､） 
胎土
焼成

色調 器形・成形・整形・文様の特徴・備考

3０－１ 

ＰＬ－２９ 

3Ｈ１ 土師器

蕊

口縁部～胴

部上半破片 口頚高
20.0） 

19.0） 

10.9＞ 

細砂

良好

酸化焔

鈍い燈色

～茶褐色
口縁部は．の字状を呈する。ロ頚部内外面ヨ
コナデ。胴部外面ケズリ。胴部内面ナデ

3０－２ 

PＬ－２９ 

3０－３ 

PＬ－２９ 

3０－４ 

PＬ－２９ 

3Ｈ２ 

3Ｈ３ 

3Ｈ４ 

覆土

覆土

覆土

須恵器

蕊

胴部破片 細砂・小礫

良．やや軟
質・還元焔

灰色～晴

褐色
3個体とも同一個体のものと思われる。外面
平行タタキメ。



＜’ く

第３号住居阯土層説朋

１層黒褐色土層粘性無。締まり有。

ｃ２mm程度の小円礫混入。砂賀で

ざらつく。均質。

２層暗褐色土層粘性無。締まり有。
ローム粒子均質混入。

３層黒褐色土層粘性無。締まり強。

ローム粒子、炭化物粒子混入。ｃ

８mm程度の白色軽石均質混入。

４層暗褐色土層粘性無。締まり有。

ローム粒子、炭化物粒子均質混入。

５層暗褐色土とローム土の混土層。

粘性やや有。締まり有。

６層暗褐色土層粘性弱。締まりや

や有り。ローム粒子、炭化物粒子
混入。

７層黒褐色土層粘性無。締まり強

ローム粒子、炭化物粒子均質混入。

８層暗褐色土層粘性無。締まり強。

焼土粒子、炭化物粒子、焼成灰均

質混入。

９層黒褐色土層近年の撹乱層。

10層暗灰色土層粘性有。締まり有。
焼土粒子、焼成灰均質混入。
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第VI章時期不明の遺構と遺物

第１節第２．３号士坑

遺構（第31図、ＰＬ－２４、２５）

第２．３号土坑は、Ⅱ区の東部（Ce、Ｃｆ－１１，１２G）に位置し、周辺から他の遺構の検出はなかった。

確認面は耕作土を除去したローム面であった。また、確認調査時に出土した鉄津は本遺構に伴うものと

判断できる。

第２号土坑は、東西方向に長い歪な楕円形を呈する。規模は長径で3.8ｍ、短径で2.2ｍを測る。壁は

南東部で緩やかであるが、ほかはほぼ垂直で70～75cmを測る。特に北壁下ではオーバーハングが認めら

れる。また、このオーバーハングする壁下に２箇所床面からさらに25cm程度の掘り込みをもつ。覆土は、

炭化物・焼土粒子を混入する暗褐色土・黒褐色土とロームブロックからなり、短期に埋没した状況が窺

える。

第３号土坑は、やや歪な円形を呈する。規模は径約2.2ｍを測る。壁は南部及び西部の一部で垂直に立

ち上がるものの全体的に緩やかに立ち上がり、壁高65～70cmを測る。また、北壁下に床面から北へオー

バーハングしながらさらに長軸径105cm、短軸径85cm､深度45cmの円形の掘り込みを伴う。この掘り込み

内から多量の鉄津の出土があった。覆土は、鉄淳・炭化物・焼土を混入する暗褐色土からなり、第２号

土坑と比して短期間に埋没した形跡は認められない。

両土坑とも遺構の性格を判断できる資料にかけるが、多量の鉄淳が出土しており、床面下の掘り込み

が褐灰色の粘質土層にまで達してさらに掘り込んでいるところから、八ヶ峰遺跡の製鉄炉に付随する前

面作業場の廃津の状況に似ており、製鉄炉に伴う前面作業場もしくは、炉壁製作用の粘土採掘坑、製鉄

炉からの不用津の廃棄場（廃淳場）としての可能性も否定できない。

また、第２号土坑の壁が緩やかに立ち上がる南東部に８本ピットが確認されたが、その配列に規則性

はみられない。また、土坑に関連する遺構であるかは判然としない。

出土遺物（第32図、ＰＬ－２９）

出土遺物は、第２号士坑から、常滑焼・甕の破片１点、榿色を呈する須恵質の焼き物片２点、瓦質器

の破片５点、石臼の破片１点及び鉄津がある。

以上の遺物のうち石臼を図示した。

第３号土坑からは鉄淳が出土している。

９９ 
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坑
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第２．３号±坑土厨説明

し
1層焼土ブロック・粒子、黄白色軽

石の混土園。

2層暗褐色土掴粘性無。締まり有。
砂質。ローム粒子、焼土粒子混入。

3層黒褐色土層粘性無。締まり弱。
焼土粒子、炭化物粒子、ロームプ

ロック・粒子均質混入。

4層暗褐色土臓粘性弱。締まり有。

焼土粒子混入。

5層暗褐色土屑粘性有。締まりや

や有。ローム粒子多量混入。

6層暗褐色土圃焼土粒子、黄白色
軽石多趾混入。

ＡＬ＝３０１．４ Ａ‘ 

7層暗褐色土屑５層に酷似。 、Ｌ＝3０１．５ 、
ＣＬ=３０１，５ Ｃｌ 

８層暗褐色土層ロームプロックと

黒褐色土の混土層。

９層暗褐色土層粘性やや有。締ま

り強。ロームプロック。崩壊土。

10層炭化材。

11層鈍い黄褐色土層ロームプロッ
ク。崩壊土。

12層暗褐色土層ロームプロックと
黒褐色土の混土層。

13層暗褐色土層粘性無。締まり有。焼土粒子、炭化物粒子、ローム粒子、黄白色軽石均質混入。
14層暗褐色土層粘性無。締まり弱。焼土粒子、粘土ブロック・粒子、炭化材、鉄棒を均質混入。
15層灰褐色土厨粘性有。締まりやや有。粘質土（灰褐色）を多丘に混入。炭化材、鉄津を不均質に混入。
16回暗褐色土層粘性弱。締まり強。炭化物粒子、焼土粒子、粘土粒子を均質混入。
17層暗褐色土屑粘性無。締まり強。炭化材・粒子、焼土粒子、粘土粒子、ローム粒子を多量混
入。砂賀でざらざらしている。一部で葉理（ラミナ）を呈する。

18層暗褐色土層粘性弱。締まり弱。炭化材・粒子、焼土粒子、粘土粒子、ローム粒子を多量混
入。

第31図第２．３号土坑
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第32図第２号土坑出土遺物

第15表第２号土坑出土遺物観察表

挿図番号
図版番号

整理用
番号

遺存状態取り上げ番号 器種 法制 石賀 MII 者

口２６．４底１５．６IiFj目： 1/４ 輝石安山岩2，１ 石臼3２－１ 

高１４．５童1,033ＰＬ－ＺＪ９ 

第２節第４号士坑

遺構（第33図、ＰＬ－２９）

本土坑は、Ⅱ区(Ca、Ｃｂ－５Ｇ)、標高300.2～300.4ｍに位置す

る。本土坑の周辺からは、他の遺構の検出はない。

平面形態は、楕円形と長方形の組合せからなる形状を呈し、円

形部の長軸径155cm､短軸径120cm、方形部125×45cmを測る。壁は

円形部で一部オーバーハングするもののほぼ垂直に立ち上がり、

壁高40cmを測る。方形部ではやや緩やかな立ち上がりを呈し、壁

高15cmを測る。

遺物の出土はなく、本土坑の構築時期の比定は難しいが、覆土

の様相から第２．３号土坑と然程隔たりのない時期と推定する。

A」Ａ 

｛ 
Ａ’ ＡＬ＝３００．５ 

２ｍ 
￣ 

、

第33図第４号土坑

９５ 

挿図番号
図版番号

整理用
番号

取り上げ番号 器種 過存状態 法敏 石質 備考

3２－１ 

PＬ－２９ 

2，１ 覆土 石臼 1/４ 口２６．４底１５．６

高１４．５童1.033

輝石安山岩



第Ⅶ章調査のまとめ

第１節縄文時代

遺構について

本遺跡から検出された遺構は、前期黒浜期の竪穴住居靴１軒(第４号住居杜)、陥し穴(土坑）１基(第

１号土坑）であった。

今回の調査区は台地の鞍部からの比高差10ｍ程度を測る台地の東端で、検出遺構は少なかった。遺跡

の中心は、台地の鞍部に存在する可能性が非常に高い。

住居は、南北方向に長い長方形を呈する竪穴住居であり、石・土器片を埋設する地床炉を有する。柱

穴配置は明確な規則性をもたない。

遺物について

出土遺物は、遺構に伴う前期黒浜期の土器の良好な資料を得られた。他の時期の遺物は、同じく前期

諸磯ｂ式期の破片２点と総量としては非常に少ない。

第２節平安時代

遺構について

本遺跡から検出された当該期の遺構は、竪穴住居杜３軒（第１号住居社、第２号住居社、第３号住居

杜）である。

住居社は、いずれも南北方向に長い長方形を呈する竪穴住居で、竃を東壁に付設する。出土遺物から

はいずれの住居杜も９世紀の中・後葉に位置付けられる。

第１号住居杜及び第３号住居杜からはともに住居南西隅から礫が出土しており、鉄塊系遺物の出土と

も相俟って、平成３年度調査の乙西尾引遺跡第１号住居杜同様製鉄遺構に関わる住居であった可能性も

考慮する必要があろう。集落としては、乙西尾引遺跡より後出の遺跡である。

遺物について

出土遺物は、遺構に伴って出土しているが、総量は少ない。

９６ 
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横沢・柴1崎遺跡
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第Ｉ章位置と周辺の

環境 識
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ロ
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大字横沢地区は大胡町の西部に位

置し､南方と西方が前橋市に接する。

横沢地区の南方部を占めるのが本遺

跡が所在する小字柴崎である。柴崎

地区は寺沢川と二本松川に挟まれた

高燥とした洪積世台地で、桑畑と菜

園が営まれていたが、近年住宅地と

して変貌している。

本遺跡の南方には主要地方道渋

川・大胡線、東方に大胡町７号線が

通過し、西方の台地下には寺沢川が

南下している。調査該当地は当地域

に新設される道路部分で、台地端近

くに大胡町７号線に併走して南北を

走行するものと、それを連結する部

分である。

柴崎地区は、当町に於ける古墳分

布の密な地域である。昭和10年に行

われた群馬県下いつせいの分布調査
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の結果をまとめた「上毛古墳綜覧」には、大字横沢地区に13基が記載されている。そのうち記載漏れを

１基含めた14基は、総てが円墳である。その分布は南部（柴1崎・向山地区）と北部(大塚・五反田地区）

の二群に分かれて分布している。柴|崎地区の南部古墳群には７基を数える。

横沢地区では過去に３基が群馬大学史学研究室によって発掘調査（注１）され、当町における古墳の

伝播を荒砥川右岸の台地に位置する南部の茂木地区に竪穴式石榔をもつものが構築され、引続き同地区

に横穴式古墳の造営が継続される一方、当地区や堀越地区に古墳時代末期の古墳が構築されていったと

している。本遺跡の北東に位置する大胡町39号古墳（１）からは農耕時に装飾付大刀の獅噛環頭大刀が

出土している。県内での出土例は４点が確認されており、上野地

域における装飾付大刀の基礎調査（注２）で徳江氏は７世紀初頭

から前半の時代を位置付けている。

当地区での縄文弥生時代、奈良平安時代の遺跡、遺構の検出は

現在までないが、今回の調査によって希薄ではあるが縄文中期加 熱
曽利Ｅ式期の遺物、遺構が検出された。付図３９号噴出土獅噛環頭大刀

ＺＺ－Ｚ 



中世の所産と考えられるも

のには、西方の小字内出には

横沢城跡(2)、東方に勝山の

遠堀（３）が存在する。横沢

城跡は大胡城跡の出城と考え

られている。勝山の遠堀も大

胡城に係る西方防備の為の塁

線と考えられる。

（注１）昭和35年に五反田古墳

（記載漏れ)、昭和44年に大胡町

３３，３４号墳を調査《参考文献》大

胡町誌第１章古代

（注２）研究紀要-10-1992.11、

財団法人群馬県埋蔵文化財調査

事業団

Ｘ＝46550.0 

（ 
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号溝

Ｘ＝46470.0 

第II章調査並びに遺

跡の概要

本遺跡の調査区は新設道路

の建設部分で､標高181ｍ付近

から173ｍ前後を測る緩'慢な

傾斜を呈する台地平坦部であ

る。調査区には国家座標第Ⅸ

系で10ｍ間隔の杭打ちを委

託。遺構が稀薄な為に便宜的

に北方よりＡ～Ｅ区と呼称

し、グリットは配さない。

遺跡全体は農耕による撹乱

が著しくロームまで及んでい

る。検出された遺構は縄文時

代の土壌３基、時期不明の石

組遺構、３条の溝である。周

辺では数量は少ないが縄文中

期の土器片を表面採集。

第III章遺構と遺物

１号土曠（第36図）

Ａ区の北方、標高179.80ｍ

に検出。上面を耕作による溝

Ｘ＝46390.0 

Ｘ＝46350.Ｃ 

３号

Ｘ＝46310.0 
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第35図横沢・柴崎遺跡全体図
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が走行している。平面形はやや東西に歪みを有する楕円形を呈し、規模は東西、南北の最大幅1.7ｍ、深

さＬ９ｍを測る。底面は65x43cJnの隅丸方形でほぼ平坦である。壁面は1.2ｍほど垂直気味に立ち上がり、

上方で開く陥穴状の掘り込みである。出土遺物は無い。

２号土塘（第36,37図）

Ｅ区の南方､標高173.60ｍ付近で検出｡北方には３号溝､南方には３号土壊が隣接する。平面形は1.15

ｍ前後の円形を呈し、深さ75cmを測る。底面はほぼ平坦で、壁面の立ち上がりは垂直気味である。底面

より僅かに浮いた状態で大形の深鉢形土器（１）の同一個体片が出土。

出土遺物１は、口径51.5cm、残存器高43cmを測る。口縁部分文様帯はなぞりの沈線により渦巻文が簡

略化してさらに小楕円に変化したと考えられる楕円文と従来からの楕円文を入り組み状に配し、胴部に

は縄文帯と磨消帯を交互に垂下させる。

２は４単位の波状口縁を呈する深鉢形土器で、その１つが大きく突起すると考えられる。口縁部分文

様帯は沈線による縦長の楕円区画文と蕨手状文を交互に配し、区画文内を縄文で充填する。頚部には指

頭による刺突文を連続して巡らせる。１と２は加曽利Ｅ３式期の所産である。

３号土曠（第36,37図）

２号土鑛より４ｍほど南方、標高173.50ｍに検出。平面形は北方がやや突出する楕円形を呈する。規

模は東西長2.08ｍ、南北長最大1.65ｍ、深さ10cm前後を測る。北方と西方の立ち上がり部に柱穴状掘り

込みを設ける。西方の掘り込みには小型の深鉢形土器の胴部下半が磨石を蓋石として正位に埋設されて

いる。

出土遺物３は１の蓋石に使用されていた磨石で､石材は安山岩である。４は底径7.1cm､残存器高13.3

cmを測る深鉢形土器で、僅かであるが沈線文による意匠文が見られる。

石組遺構（第36図）

Ｅ区のほぼ中央部、標高174.50ｍ付近に検出。同一の石材により石囲炉の様に構成されている。用石

には火受けによる剥離が見られるが、焼土、カーボンは検出できなかった。出土遺物は無い。

１～３号溝（第36図）

１号溝はＡ区の中央やや北の東西に突出する調査区の端に検出。走行軸N13oEを呈する。規模は、上

端が北方で2.4ｍ、南方で1.7ｍ、深さ50cm前後を測る。北方で土鱗状の掘り込みと重複するがその規模、

形状の全容は明確でない。土壌の覆土中には浅間Ｃ軽石が大量に含まれている。出土遺物は無い。

２号溝はＣ区の西端に検出。走行はほぼ南北であるが、その大半に農耕による撹乱が及んでいるため

規模、形状は明確でない。底面には浸食作用と考えられる窪みが見られる。窪みには大量の砂礫が堆積

し、摩耗した縄文土器片等が出土。

３号溝はＥ区南方、２号土壌の北方で検出され、Ｌ字状に折れ曲がる。上端幅1.2ｍ下端幅30cm、深さ

20cmを測る。覆土はソフトな暗褐色土で、出土遺物は無い。

遺構外遺物（第37,38図）

５，６は縄文前期前葉に比定される。７，８は縄文前期諸磯Ｂ式期に比定される。９～30は縄文中期

加曽利Ｅ式期に比定される。９は口縁部文様帯を沈線文により渦巻文を意匠する。１０は隆帯による相対

する口縁直下に刺突文を巡らす。胴部にはＨ字状区画文を配す。１９は胴部に渦巻文を施す隆帯文土器。

21,22は地文を条線文で施す。

1７４ 
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